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Ⅲ 建 設 学 科



１．教育の目指すもの

生活空間や社会基盤は，必要な機能を満たし安全であることはもとより，環境と調和のとれたアメニティ豊かなも

のであり，人間が真に豊かな社会生活を営めるものであることが求められている。建設学科は，さまざまな人間活動

や地球環境時代の社会的要請に対応した建築のあり方，国土を災害から守り安全で環境共生的な社会基盤のあり方を

考えるとともに，その技術・理論体系の構築を目指している。また，自然，社会，人文を含む広範な領域にまたがる

総合科学としての体系化も目標としている。

建設学科の教育は，神戸大学教育憲章に基づき，国際性に溢れ，自由な雰囲気の教育環境のもとで，地球的視点に

立って総合的な視野で思考することのできる人材の養成をはかり，さらに高度な専門領域の知識の修得と能力の涵養

を目標としている。

建設学科のカリキュラムは建築学コース，土木工学コースに分かれて編成されている。また，教育・研究組織とし

て５つの講座が設けられ，各教員は教育研究分野に所属し，学生はいずれかの教員の指導の下に卒業研究を行うこと

になる。
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２．構成と教育組織
A：建築学コース担当 C：土木工学コース担当

講 座 名 教育研究分野 教 授
（室 番）

助教授
（室 番）

講 師
（室 番）

助 手
（室 番）

技術職員，事務職員等
（室 番）

建築計画学

建築史 足 立 裕 司
A（１E‐３０６）

黒 田 龍 二
A（１E‐３０７）

中 江 研
A（１E‐３０５） 木 山 正 典

A（１E‐３０１）

（建築系）
橘 美 保
A（１E‐１０１）
古 井 裕 子
A（１E‐１０１）

（土木系）
宮 根 佳 子
C（１W‐１０４）
山 崎 操＊）

C（R１０１）
谷 口 裕 未＊）

C（R１０１）

建築計画 末 包 伸 吾
A（１E‐３０４）

建築意匠

建築設計 安 田 丑 作
A（１E‐３０２）

栗 山 尚 子
A（１E‐３０１）

建築造形学 塩 崎 賢 明
A（自３‐５０１）

大 西 一 嘉
A（１E‐３０８）

コミュニティ施設計画学 山 崎 寿 一
A（自３‐８１５）

都市設計学

都市計画・都市景観学 三 輪 康 一
A（１E‐３０３） 木 村 優 子

A（自３‐７２３）

田 崎 清 香
C（１W‐３０２）

安全計画 河 村 廣
A（自３‐７２２）

山邊友一郎
A（自３‐７２４）

交通システム計画 黒 田 勝 彦
C（１W‐３０６）

竹 林 幹 雄
C（１W‐３０５）

井 料 隆 雄
C（１W‐３０２）

都市基盤工学 川 谷 充 郎
C（１W‐３０７）

芥 川 真 一
C（１W‐１１０）

野 村 泰 稔
C（１W‐３０１）

都市経営情報学 朝 倉 康 夫
C（自３‐８１１）

冨 田 安 夫
C（自３‐８１４）

都市人間工学 北 後 明 彦
A（１E‐３０９）

都市地盤情報学

沖 村 孝
C（R２０２）

鳥 居 宣 之＊）

C（R２０５）
上 西 幸 司＊）

C（R１０３）

都市流体工学 中 山 昭 彦
C（自３‐１１５）

Jeremy D.BRICKER
C（自３‐B１２）

構 造 工 学

構造力学

田 渕 基 嗣
A（自３‐７１５）
長 尾 直 治
A（自３‐７１６）

口 池 尚 子
C（１W‐G０２）

空間構造工学 北 村 泰 寿
C（１W‐１１１）

構造材料学

田 中 剛
A（自３‐７１７）
森川 英典
C（１W‐１０８）

地盤基礎工学 澁 谷 啓
C（１W‐２０７）

飯 塚 敦
C（１W‐２０６）

河 井 克 之
C（１W‐１０５）

耐震工学 大 井 謙 一
A（１E‐２０８）

福 住 忠 裕
A（１E‐２０７）

構造設計学 加 藤 正 司
C（共‐２０１）

地盤防災工学 田 中 泰 雄
C（R２０６）

吉 田 信 之
C（R２０３）

構造システム学 谷 明 勲
（自３‐７２５）

社会環境工学

生活空間学 重 村 力
A（自３‐８１２）

浅 井 保
A（自３‐８１８） 小 林 秀 惠

C（１W‐G０２）

山 口 秀 文
A（自３‐８１８）

緒 方 太
A（１E‐G０７）

社会空間工学 藤 谷 秀 雄
A（１E‐２０４）

難 波 尚
A（自３‐７２７）

人間環境工学

森 本 政 之
A（自３‐５０９）
松 下 敬 幸
A（１E‐２０２）

阪 上 公 博
A（自３‐５０４）
高 田 暁
A（１E‐２０３）

佐 藤 逸 人
A（環境心理実験室）

防災工学 三 谷 勲
A（１E‐２０６）

大 谷 恭 弘
A（１E‐２０５）

藤 永 隆
A（１E‐G０７）

構造情報工学 高 田 至 郎
C（１W‐１０９）

鍬 田 泰 子
C（１W‐１０６）

地域環境工学

環境熱工学 森 山 正 和
A（自３‐８１０） 石 井 悦 子

A（自３‐７２８）

市 成 準 一＊）

C（R１０３）

前 田 浩 之
C（１W‐G０６）

石 田 幸 子
C（１W‐２０４）

環境流体工学

藤 田 一 郎
C（１W‐３０９）

神 吉 和 夫
C（１W‐２０５）
宮 本 仁 志
C（１W‐３０８）

水圏工学 道 奥 康 治
C（１W‐２０９）

環境設備計画 竹 林 英 樹
A（自３‐７２８）

地球環境学

地盤環境工学 川 谷 健
C（R１０２）

斎 藤 雅 彦＊）

C（R２０５）

＊）都市安全研究センター所属 自：自然科学研究科棟
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Ⅲ

建設学科（建築学コース）



３．建築学コースの学習・教育目標

建築学コースは，さまざまな人間活動や地球環境時代の社会的要請に対応した建築のあり方，生活空間のあり方を

考えるとともに，それを形成する技術・理論体系の構築を目指している。そのために，教養，専門，総合について以

下に示す教育目標を掲げ，基礎学力から応用力をつけられるカリキュラムを編成している。専門では，工学専門基礎，

建築専門基礎，高度な専門の必修科目，選択必修科目，選択科目が用意され，大学院へとつながる教育・研究体制が

整えられている。

〈

教

養

教

育

〉

Ａ．人間性・社会
性の教育

A１ 技術者倫理，環境
倫理

建築分野の社会及び環境への関わりの重要性と，建築家または
建築技術者の果たすべき社会的責任を理解・自覚し，自ら判断
・提言できる倫理性を養う。

Ａ２ 人間自身の理解 人間の尊厳や人間の知性，理性及び感性とそれらを包含した人
間性への理解を高める。

Ａ３ 人間と社会集団の
関係の理解

人間と社会や集団との関係性を理解し，社会性についての自覚
を高める。

Ｂ．国際性の教育

Ｂ１ 地球的視野の修得
と涵養

異なる文化に対する深い理解力と，物事を地球的視野から考え
る能力を養う。

Ｂ２ 多様な価値を理解
する能力 物事を多面的な視野から把握し，分析・考察できる能力を養う。

Ｂ３ コミュニケーショ
ン能力

自己の考えを論理的，客観的に記述・説明でき，意見交換，討
議が行える能力を養う。

Ｃ．創造性の教育

Ｃ１ 課題発見の能力 知的好奇心をもって建築や社会に接し，その課題を自分で発見
し，目標を設定できる能力を養う。

Ｃ２ 課題解決の能力 課題を再構成し，情報収集・分析や学習・作業方針のプロセス
が設定でき，課題を解決する能力を養う。

Ｃ３ 自己管理の能力 自主的，継続的に学習でき，目標に向かって自己管理ができる
能力を養う。

〈

専

門

教

育

〉

Ｄ．専門性の教育

Ｄ１ 工学専門基礎 工学の基礎となる数学，自然科学に関する知識と，図形及び情
報リテラシーの知識と技術を修得する。

Ｄ２ 建築専門基礎 建築の計画・構造・環境各分野における専門の基礎となる知識
と技術を修得する。

Ｄ３ 高度な専門

計画・構造・環境という３つの分野のうち，いずれかの高度な
専門性を身につける。
１）計画系
ａ）デザイン―造形および空間創造のための専門能力
ｂ）建築・地域を設計・計画するための専門知識
ｃ）表現能力・伝達能力及び設計技術
２）構造系
ａ）建築構造に関する専門知識
ｂ）知識の統合化を通じた建築構造実践知識
ｃ）建築構造関連新技術に関する知識
３）環境系
ａ）建築環境・建築設備に関する専門知識
ｂ）建築環境・建築設備の専門的な知識を統合化して応用で
きる能力

ｃ）建築環境・建築設備関連技術に関する知識

〈
総
合
教
育
〉

Ｅ．総合性の教育

Ｅ１ 専門分野を総合す
る能力 建築の専門分野を総合的に把握する能力を養う。

Ｅ２ 学術・技術・芸術
を総合する能力

建築にかかわる学術・技術・芸術を総合的に把握する能力を養
う。

Ｅ３ 理論と実践を総合
する能力

演習科目・インターンシップ等を通して理論と実践の関係を総
合的に把握する能力を養う。
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４．建設学科（建築学コース）履修科目一覧表（その１）

専門基礎および専門科目 （◎印，▲印は必修，○印は選択必修，無印は選択科目を示す）

区

分

必
修
・

選
択
の
別

授 業 科 目 単位
毎週の授業時間

担 当 教 員 備 考１ ２ ３ ４
前 後 前 後 前 後 前 後

専
門
基
礎
科
目
１

○ 微分積分学 ２ ２

全
学
共
通
授
業
科
目

○ 多変数の微分積分学 ２ ２
○ 線形代数学Ⅰ ２ ２
○ 線形代数学Ⅱ ２ ２

数理統計学 ２ ２
○ 物理学Ｃ１ ２ ２
○ 物理学Ｃ２ ２ ２

物理学Ｃ３ ２ ２
素材化学１ ２ ２

○ 図学 ２ ２
○ 図学演習 １ ２
○ 自然科学史 ２ ２

専
門
基
礎
科
目
２

複素関数論 ２ ２
○ 常微分方程式論 ２ ２

フーリエ解析 ２ ２
解析力学Ｂ ２ ２
熱・統計力学 ２ ２

専

門

科

目

◎ 構法システム ２ ２ 河村
◎ 測量学 ２ ２ 中田（非）・芥川他
◎ 卒業研究 １０ ６ ２４ 建築系教員
○ 建築・住居論 ２ ２ 安田・重村
○ 建築情報工学Ⅰ １ ２ 北後・山崎・田中・末包
○ 建築情報工学Ⅱ １ ２ 大西・北後・末包
○ 建築素材論 ２ ２ 上原（非）
▲ 設計演習Ⅰ ２ ８ 建築系教員
◎ 設計演習Ⅱ ２ ８ 建築系教員
○ 設計演習Ⅲ ３ １２ 建築系教員，橋本・吉羽・貴志（非）

造形演習Ⅰ １ ２ 神野・藤岡（非）
造形演習Ⅱ １ ２ 神野・藤岡（非）
建築演習 １ ２ 建築系教員
特別演習 １ ４ 建築系教員
学外演習 １ 大谷・大西・阪上・末包

○ 都市・住宅史 ２ ２ 黒田（龍）・山崎
◎ 建築計画Ⅰ ２ ２ 大西・北後
◎ 建築計画Ⅱ ２ ２ 安田・三輪・山崎
◎ 日本建築史 ２ ２ 黒田（龍）
◎ 西洋建築史 ２ ２ 足立
◎ 都市計画（建築系） ２ ２ 三輪
◎ 居住環境論 ２ ２ 塩崎
○ 近代建築史 ２ ２ 足立
○ 建築防災 ２ ２ 北後

都市設計 ２ ２ 安田
環境造形論 ２ ２ 重村
建築設計論 ２ ２ 山崎・末包
まちづくり論 ２ ２ 後藤・森崎（非）
ランドスケープデザイン ２ ２ 吉田（非）
建築・都市・環境法制 ２ ２ 鈴木（非）
計画演習Ⅰ ３ １２ 建築（計画系）教員・

長坂・遠藤（非）
計画演習Ⅱ ３ １２ 建築（計画系）教員・

柏木・佐々木（非）
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４．建設学科（建築学コース）履修科目一覧表（その２）

専門基礎および専門科目 （◎印，▲印は必修，○印は選択必修，無印は選択科目を示す）

区

分

必
修
・

選
択
の
別

授 業 科 目 単位
毎週の授業時間

担 当 教 員 備 考１ ２ ３ ４
前 後 前 後 前 後 前 後

専

門

科

目

◎ 構造力学（建築系） ２ ２ 藤谷
○ 材料工学（建築系） ２ ２ 田渕
◎ 建築構造力学Ⅰ及び演習 ２ ４ 田中（剛）
◎ 建築構造力学Ⅱ ２ ２ 大谷
◎ 建築鋼構造学 ２ ２ 田中（剛）
◎ 建築コンクリート構造学 ２ ２ 三谷
◎ 振動学 ２ ２ 大井
○ 防災構造工学 ２ ２ 藤谷
○ 構造設計学 ２ ２ 田渕・谷
○ 建築耐震構造 ２ ２ 福住
○ 構造計画学 ２ ２ 谷

システム構造解析 ２ ２ 大谷
板の力学 ２ ２ 福住
建築複合構造学 ２ ２ 三谷
基礎構造学 ２ ２ 吉澤（非）
工法計画 ２ ２ 阪井（非）

○ 材料・構造実験 １ ２ 建築（構造系）教員
構造設計Ⅰ ２ ６ 建築（構造系）教員
構造設計Ⅱ ２ ６ 建築（構造系）教員

◎ 建築環境工学Ａ ２ ２ 森本
◎ 建築環境工学Ｂ ２ ２ 森山
◎ 建築環境工学Ｃ ２ ２ 松下
○ 音環境計画 ２ ２ 阪上
○ 都市環境計画 ２ ２ 森山
○ 熱環境計画 ２ ２ 高田（暁）
○ 建築設備工学 ２ ２ 赤山（非）

建築環境設計 ２ ２ 後藤（非）・建築（環境系）教員
○ 建築環境工学演習 １ ２ 建築（環境系）教員

建築環境設計演習 １ ２ 建築（環境系）教員
建築設備工学演習 １ ２ 山田（非）

▲ 測量学実習 ２ ６ 芥川ほか
特別講義Ⅰ ２ （未定）
特別講義Ⅱ ２ （未定）
特別講義Ⅲ ２ （未定）
特別講義Ⅳ ２ （未定）
特別講義Ⅴ １ ２ 大谷・谷
（ライフサイクル・マネージメント）

その他必要と認める専門科目 その都度定める
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４．建設学科（建築学コース）履修科目一覧表（その３）

週授業時間数

コ ー ス 計
１ ２ ３ ４

前 後 前 後 前 後 前 後

建 築 学 コ ー ス

◎ ▲ 必 修 ８２ ２ ６ ２０ ２０ ４ ０ ６ ２４

○ 選 択 必 修 ６８ １２ １２ ６ ４ ２２ １２ ０ ０

選 択 ９０ ６ ２ ４ ２ ４ ３４ ３８ ０

合 計 ２４０ ２０ ２０ ３０ ２６ ３０ ４６ ４４ ２４

＊）特別講義Ⅰ～Ⅳ（各２単位，選択）および学外演習（１単位，選択）は含んでいない。

＊＊）土木工学コース開講科目は含んでいない。

単位数

コ ー ス 計
１ ２ ３ ４

前 後 前 後 前 後 前 後

建 築 学 コ ー ス

◎ ▲ 必 修 ４８ ２ ６ １２ １４ ４ ０ ０ １０

○ 選 択 必 修 ５４ １２ １０ ５ ４ １３ １０ ０ ０

選 択 ５５ ４ １ ４ ２ １ １９ ２４ ０

合 計 １５７ １８ １７ ２１ ２０ １８ ２９ ２４ １０

＊）特別講義Ⅰ～Ⅳ（各２単位，選択）および学外演習（１単位，選択）は含んでいない。

＊＊）土木工学コース開講科目は含んでいない。
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５．履修上の注意

� 履修規則
１）専門基礎科目及び専門科目総準備単位（建築学コース） １５７単位
２）◎印と▲印は必修科目，○印は選択必修科目，他は選択科目である。ただし，a）▲印を付した必修科目につ
いては，いずれか１科目を必ず修得すること。両科目を履修した場合には，必修科目２単位と選択科目２単位
として修得単位数に算入する。建築学コース学生に対しては，設計演習Ⅰを必修科目として取り扱う。b）建
築学コース学生が土木工学コースの開講科目を履修した場合には，選択科目として扱う。

３）学生が１年間に履修登録可能な単位数は，工学部規則第６条に規定されている単位を上限とする。（工学部学
生便覧６３頁参照）

４）学生の卒業に必要な単位は１２６単位以上とする。その内訳は次のとおりである。（工学部規則第５条，別表第２）

表１ 卒業に必要な単位数（建築学コース）

授業科目の区分等 授 業 科 目 名 等 必要単位数 備 考

教養原論
人文 人間形成と文化，文学と芸術，歴史と社会の各主

題の授業科目からそれぞれ２単位以上 ８
１６

社会 人間と社会，現代社会と法・政治，現代社会と経
済の各主題の授業科目からそれぞれ２単位以上 ８

外 国 語 科 目

英語リーディングⅠＡ
英語リーディングⅠＢ
英語リーディングⅡＡ＊

英語リーディングⅡＢ＊

英語オーラルＡ
英語オーラルＢ

１
１
１
１
１
１

６

＊英語リーディングⅡＡ及び英語
リーディングⅡＢについては，必修
であるが，そのうち１科目（１単位）
については，英語リスニング，英語
プロダクティブの授業で代替するこ
とを認める。（選択必修）

独語ⅠＡ，仏語ⅠＡ，中国語ⅠＡ，ロシア語ⅠＡ
独語ⅠＢ，仏語ⅠＢ，中国語ⅠＢ，ロシア語ⅠＢ
独語ⅡＡ，仏語ⅡＡ，中国語ⅡＡ，ロシア語ⅡＡ
独語ⅡＢ，仏語ⅡＢ，中国語ⅡＢ，ロシア語ⅡＢ

１
１
１
１
４ 独語，仏語，中国語及びロシア語の
うちから１科目を選択すること。

情 報 科 目 情報基礎 １ １

健康・スポーツ科学 健康・スポーツ科学実習Ⅰ １ １

選 択 科 目
（全学共通授業科目）

独語Ⅲ，仏語Ⅲ，中国語Ⅲ，ロシア語Ⅲ
独語Ⅳ，仏語Ⅳ，中国語Ⅳ，ロシア語Ⅳ
健康・スポーツ科学講義
健康・スポーツ科学実習Ⅱ

９８

１．選択科目（全学共通授業科目）
について
１）外国語（２単位）及び，健康・
スポーツ科学（３単位）を修得し
た場合は，必要修得単位数に算入
する。ただし，上限は３単位とす
る。
２）外国語は，必修で選択した語学
のみ履修を認める。また，Ⅲ・Ⅳ
については，いずれか一方のみで
も履修可能である。
２．専門科目について
１）必修科目４８単位（含む卒業研究
１０単位）及び選択必修科目３４単位
を含む９５単位以上を修得すること。
２）専門基礎科目１，２から８単位
以上修得すること。

専 門 科 目 授業要覧 p．１９０～１９１の一覧表に掲げる授業科目

合 計 １２６
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５）他学科または他学部の専門科目の授業科目中，当学科が認めた場合は，当学科得単位の取り扱いは，工学部規則

第７条，及び第８条に従う。

� 建設学科履修内規

（１）履修コース分けについて

１．履修コース定員

履修コース定員は表２に示す。

２．履修コース分けの最終決定時期

入学２学期後（１年後期終了時）

３．履修コース分けの方法

合格発表時における履修コースに基づき配属する。ただし，最終決定に際しては，学業成績等を考慮して若

干名のコース変更を認める。

（２）卒業研究申請要件について（工学部規則第７条２項）

卒業研究の申請をしようとする者は，表３に示す単位を修得していること。

（３）履修科目の登録の上限を超えて登録することができる者の基準について（建築学コース）（「学生便覧」参照）

次の用件を満たした場合は，２年次生及び３年次生に限り，当該年度における履修科目の登録の上限を超え

て登録することができる。

「前年度に４２単位以上を取得し，その成績の７０％以上が優であって，可が４単位以下であること。」

この登録を希望する者は，「履修科目の上限超過登録申請書」を所定の期日までに学科へ提出し審査を受け

なければならない。審査の結果，要件を満たしていると認定された者に限り，当該年度の履修科目の上限を超

えた登録が認められ，前年度に取得した単位数に５単位を加算した単位数まで超過登録可能とする。ただし，

早期卒業を申請しようとする者の場合，履修科目の登録可能な上限は適用しない。

（４）早期卒業に関する認定基準について

学生便覧における「早期卒業の認定基準に関する内規」および「早期卒業の認定基準に関する学科別認定基

準等について」を参照すること。なお，早期卒業を希望するものは，入学１年後所定の期日までに学科に届け

出を行い，教学委員の指導を受けなければならない。

（５）３年後期の「重点プログラム」について（建築学コース）

３年進学者は３年後期に下記の３つの重点プログラムから１つを選択して，各プログラムにおける授業科目

を履修すること。（重点プログラム科目については，P．１９５の表を参照すること。）

「計画重点プログラム」・「構造重点プログラム」・「環境重点プログラム」

各プログラムの定員は３５名を上限とし，配属は履修者の希望によって決定する。定員を上回る希望者がある

場合は，３年前期までの全科目の成績を考慮して選考を行う。事前にガイダンス等で詳細を説明する。

表２ 履修コース定員

建 築 学 コ ー ス ９０名

土 木 工 学 コ ー ス ６０名

合 計 １５０名

表３ 卒業研究の申請に必要な単位数（建築学コース）
授 業 科 目 単 位 数
教 養 原 論 １４単位（人文・社会の６主題のうち，５主題以上にまたがること）
外 国 語 科 目 １０単位
情 報 科 目
情 報 基 礎 １単位

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学
健康・スポーツ科学実習Ⅰ １単位

専 門 科 目 等 ７４単位（必修科目２８単位，必修科目及び選択必修科目の合計６２単位以上を含む）
合 計 １００単位以上
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＊は重点プログラム科目

６．各授業科目の関係

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

微分積分学
線形代数学Ⅰ
物理学 C 1

素材化学Ⅰ
図学

多変数の微分積分学
線形代数学Ⅱ
物理学 C 2

図学演習

数理統計学
複素関数論
常微分方程式論

自然科学史
フーリエ解析

物理学 C 3 解析力学 B

熱・統計力学

造形演習Ⅰ
建築・住居論
構法システム
建築演習

建築情報工学Ⅰ
造形演習Ⅱ

建築情報工学Ⅱ
設計演習Ⅰ
測量学

設計演習Ⅱ 設計演習Ⅲ

特別演習

建築素材論 特別講義Ⅴ
（ライフサイクル・マネジメント）

都市・住宅史 建築計画Ⅰ 建築計画Ⅱ
日本建築史 西洋建築史

都市計画
近代建築史
居住環境論

計画演習Ⅰ＊

建築設計論＊

建築防災
環境造形論＊

都市設計＊

計画演習Ⅱ
建築・都市・環境法制
ランドスケープデザイン
まちづくり論

構造力学

材料工学

建築構造力学Ⅰ
及び演習

建築構造力学Ⅱ

建築鋼構造学
建築コンクリート

構造学

振動学

防災構造工学
構造設計学

構造計画学
建築耐震構造
システム構造解析＊

構造設計Ⅰ＊

材料・構造実験

板の力学

基礎構造学
工法計画
構造設計Ⅱ

建築複合構造学

建築環境工学 A 音環境計画
建築環境工学 B 都市環境計画

建築環境工学 C 熱環境計画
建築設備工学

建築環境設計＊

建築環境設計演習＊

建築環境工学演習
建築設備工学演習＊

―
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Introduction to Building Structural Systems

前 期 必 修 ２単位

河村 廣

本講義はインフラストラクチャーの内，特に，地上構造物である建築を主たる対象としてその構造面からの概要
と特質を講述し，専門教育科目履修のための基礎的知識を与えることを目的としている。人体に喩えれば，人体を
支えている骨や筋肉の形，働き，成り立ち，名称などに相当する。外観上はその存在や機能が分かり難いが，それ
無くしては人体は存在し得ない。同様に，建築の柱，梁，壁などからなる材料，構造部材や構造物は，建築にとっ
て欠くことのできない極めて重要な構法システムを形成している。従って，建築構造物の成り立ちや名称，形態，
機能などは，建築の設計，組み建て，解体に際し，建築学の ABCに相当する基本常識となる。

単に，材料・構法システムの名称，形態，機能を憶えるだけでなく，以後の専門教育において，以下の点で役立
つことを期待する。
� 構造力学において，構造モデル化の建築的意味を理解する。
� 設計演習における，構法，材料選定時の基礎知識となる。
� 設計図の作成時において，一本一本の線や一枚一枚の面の構法システム上の意味を理解する。
� 既存の建築物の見学，鑑賞時に各部位を認識，識別すると共に，門外漢にも適切に説明できる。

� 構造原理：１回， � 構法システム：１回， � 荷重・外力：１回， � 木造物：２回，
� 鉄骨構造：２回， � 鉄筋コンクリート構造：２回， � 鉄骨鉄筋コンクリート構造：１回，
� プレストレストコンクリート構造：１回， 	 特殊構造：１回， 
 基礎構造：１回，
� 地質・地盤構造：１回， � システム建築：１回

教科書，OHP，配布資料を併用しつつ口述講義を主とする。初めて聞く専門用語の羅列になりがちなので，要所
要所ではスケッチを課すなど，耳，目（図形と文字），手などの運動効果により理解し易くなるようにしている。

期末ペーパーテスト（図，文による記述式，持ち込み無し）が約６０％，レポート課題が約２０％，出席点が約２０％
程度である。

学生諸君は専門に関しては全くの門外漢として生まれて初めて受講するものであり，レベルとしても工業高校に
おける初年度講義と何ら変わるものではない。従って，学生諸君の受講態度や成績は，一重に専門への自覚と熱意
にかかっている。

教科書：日本建築学会編；構造用教材（丸善）
参考書：構法システムの他に，構法計画，一般構造，構造システム，構造計画などの名称で，同類の教科書，参考

書としても市販されている。

教科書は図面が主体で，日本語の解説文は殆ど無い。言語により理解を深めるには，講義時によく耳を傾け，さ
らには，参考書などによる自習で補うこと。講義その他に関する質問などは，時空間を問わず大歓迎である。教員
が研究室不在の時もあるが，研究室スタッフは教員の全予定を把握しているので相談されたい。
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Surveying

前 期 必 修 ２単位

芥川，竹林，森川，飯塚，加藤，冨田，吉田

測量は人類の歴史と共に歩んできた技術であり，地球上のいろいろな点の位置を決定する技術であって，点間の
距離・高さ・方向などを測定し，その成果から地図として表現する技術とされている。これは社会基盤形成のため
の諸施設の計画・建設・利用にあたって必要な基礎技術である。本授業の目的，基礎的な測量の理論と方法を講述
すると共に，測量という言葉が空間情報工学に置き換わろうとしている現実をあわせて説明する。

授業内容に則した測量学の知識取得と理解，及び本授業の測量学実習を履修することによって，測量の理論と実
技に熟知する。

建築学コース用と土木系履修コース用とでクラスを分ける。
建築学コース用クラスでは，測量用器具，距離測量，平板測量，水準測量，トラバース測量，誤差論について講
述するとともに，講義の内容を深めるために，夏期休暇時に集中実習（１日）を行う。

教科書の配布資料による講義を主とする。また最新の測量器械，測量技術の学外見学も必要に応じて実施したい。

出席，試験及びレポートとの内容を総合的に判断し，成績を評価する。

関数電卓の利用が必要であるので，準備しておくこと。

教科書としては，建築学コースは，「大学課程 測量�」（丸安隆和著，オーム社）を指定する。また必要に応じ
て，参考文献，参考図書の紹介や資料・プリントの配布を行う。

特に実習においては，安全に十分注意し，指導教員の指示に従うこと。
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General Theory of Architecture and Dwelling

前 期 選択必修 ２単位

安田丑作・重村 力

建築学の原点を理解し，建築と住居の学習研究の方法について学ぶ。

住居に関する基礎理論の理解，建築学とデザインの関係，及び社会的位置づけの理解

建築と住居 （重村）
住居と定住 （重村）
さまざまな住居（気候風土と住居） （重村）
さまざまな住居（社会と住居） （重村）
集まって住む形 （重村）
住宅のデザイン （重村）
建築をいかに学ぶか―学として術として― （安田）
建築デザインの基礎概念―空間のデザイン― （安田）
建築デザインの手法―プログラムと空間構成― （安田）
建築から都市へ―建築と都市の歴史に学ぶ― （安田）
現代建築の諸相―２０世紀の建築デザイン― （安田）
建築と社会―建築に携わる人々― （安田）

建築と住居に関して基礎的知見を講述する。適宜文献を紹介し，見学ないしはスケッチする物を紹介する。適宜
小レポートの提出を求める。

提出物，試験等による。

特になし

授業中に提示する。

質問や相談等については講義中に提示する。
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Ⅰ Architectural Graphic Infomation ProcessingⅠ

後 期 選択必修 １単位

北後明彦，山崎寿一，田中 剛，末包伸吾

建築に関する情報収集のための基礎的手法をはじめ，コンピューターを用いて様々な情報を処理し可視化する基
礎的手法を表計算ソフトの利用を通じて習得する。また建造物の設計や計画の支援ツールとしてのコンピューター
利用技術の基礎的事項について，その概念とともに CADソフトを用いた図面作成によって習得し理解することを
目的とする。

① 各種ソフトを用いて様々な建築情報を可視化する具体的な手法とその基礎的概念を習得する。
② CADソフトを用いて具体的な設計を行う際の基礎的な概念と手法を理解し習得する。

上記の目的および到達目標を達成するため，本講義では，コンピューターやそのソフトを実際に利用することを
中心に進める。具体的な課題は年度や担当教員により異なるが，以下の３つの課題を予定している。
① 計画系情報収集・処理：データを収集する基本的な手法，特にアンケート調査票の企画・設計とそれに基づ
くデータ解析・考察を表計算ソフト等を用いて行う。

② 構造系情報収集・処理：地震波形データの図化，建物の振動波形の図化，座屈曲線の図化等を，表計算ソフ
トを用いて行う。

③ 設計支援ツールとしての CADとその利用の実際：設計支援ツールとして CADに関する基礎的な概念等を
講述するとともに，CADソフトを用い基礎的な建築図面を描くことで，CADソフトの基礎的な利用手法を
修得する。

具体的な進め方については，開講時・課題説明時に行う。

上記の課題により評価する。（単位修得には課題全てを提出する必要がある）

「図学」を履修していること。「図学演習」を受講していること。
本講義の受講に当たっては，各自の電子メールのアドレスが必要であるので，あらかじめ取得しておくこと。（ア

ドレスの修得方法は入学時ガイダンスの資料を参照すること）

構造システム編：『こんなに簡単！DRA−CAD ２次元操作編』（演習室備え付けのものを使用）

建築に関連する分野でも，コンピューターを活用して様々な情報を処理することは，今後ますます増えてくるで
しょう。この授業では，コンピューターを活用して情報を処理する場合に必要となる基礎的な技術を学んでくださ
い。なお，大学のコンピューターを利用する場合に必要となる基本的なルールについても示しますので，コンピュー
ターを利用する際にはルールを遵守して下さい。

―１９９―



Ⅱ Architectural Graphic Infomation ProcessingⅡ

前 期 選択必修 １単位

大西一嘉，北後明彦，末包伸吾

近年，建造物の計画や設計にあたって，その支援ツールとして CAD（Computer Aided Design）の重要性が高まっ
ている。本講義では，「建築情報工学Ⅰ」に引き続き，建築学における一歩進んだコンピューター利用技術につい
て習得し理解することを目的とし，CADソフトを用いた空間表現力の向上をめざす。

① コンピューター利用技術及び建築 CADに関する応用的事項を習得する。
② CADソフトを用いた２次元製図法に関する基礎的な手法を，具体的な建築物の作図を通じて習得する。
③ ３次元 CADソフトを用いて様々な図面情報を可視化する手法とその基礎的概念を理解する。

上記の目的および到達目標を達成するため，本講義では，設計演習Ⅰと連動させつつ，設計課題を活用して，コ
ンピューターやそのソフトを実際に利用することを中心に進める。具体的な課題は各年度あるいは担当教員により
若干異なるが，平成１５年度は以下の作図を課した。
① オフィスレイアウト（２次元 CAD）
② 演習例を用いた３次元 CAD技術の習得
③ 著明な建築作品の作図（２次元，３次元）

上記の３課題を授業時間中に作成するとともに，それに関連してコンピューター利用の基礎的概念や CADソフ
トを用いた製図法について講述する。詳しい進め方については，初回にガイダンスを行なう。

上記の提出課題により評価する。

「建築情報工学Ⅰ」と一体となった教育カリキュラムとなっているので，「建築情報工学Ⅰ」の単位修得者以外
の受講を認めていない・「図学」「図学演習」を履修していること。「建築情報工学Ⅰ」と同様に受講にあたって，
各自のアカウント及びパスワードが必要である。

構造システム編：『こんなに簡単！DRA−CAD ２次元操作編』（演習室備え付けのものを使用）
構造システム編：『こんなに簡単！DRA−CAD ３次元操作編』（演習室備え付けのものを使用）

この授業では，コンピューターを活用して情報を処理する場合に必要となる基礎的な技術を学んでください。な
お，大学のコンピューターを利用する場合に必要となる基本的なルールについても示しますので，コンピューター
を利用する際にはルールを遵守して下さい。

―２００―



Building Materials

後 期 選択必修 ２単位

上原正行

巨大都市から小さな町にいたるまで，すべての建物は，複数材料の組合わせでできあがっており，その空間が，
人間の営みを包みこむ。街を構成する建物を見ていくと，その土地の環境・風土と調和しているとき気持ちは和み，
逆にその組合わせが無秩序であれば「喧騒」を感じ，不愉快になる。この授業では，建築を構成する各部位の素材
について，その性質を知り，それらが組み合わされたとき，どういう働きをし，その空間にどう影響するかを学ぶ。

１）築品質に影響する，材料の基本的性質や寿命が理解できる。
２）料の採掘，製造過程，その組合わせ，施工方法を知る。
３）次ぎに，空間を想定しつつ，各部位毎に材料の標準的組合わせを，バランス良く考えられる。

１）総論（建築の世界遺産，建築家とその作品） ２回
２）材料別各論（石，木，ガラス，金属その他） ８回
３）部位別各論（屋根，天井，壁，床その他） １回
４）性能別各論（防水，断熱，音響その他） ２回
５）材料の寿命とメンテナンス １回
６）生産，流通，購買，施工体制 ２回

実物の建築材料に触れることを大切にし，できるだけ五感を働かせて素材そのものを理解してほしい。特に視覚
を重視し，OHP，VTR等を利用する。
毎回授業冒頭にレジメを配布。
講義終了前５分間で，設問に回答してもらう。
記入され，提出されたレジメ半ページを「出席票」として提出。

（期末テスト内容 ＋レポートの提出内容 ＋受講票コメント） により総合評価を行う。

建築の材料を学ぶには，まず身近な環境を観察することからスタートしたい。
通学途中の気になる建物，建築中の現場，建材ショウルームなど，タウン・ウオッチ。
新聞の折込広告，雑誌，パンフレット類も 良き教材である。

日本建築学会編 「建築材料用教材」 （丸善）
その他，授業中に適宜紹介。

偏食，食わず嫌いは厳禁，貪欲に知識を吸収してほしい。

―２０１―



Ⅰ Exercise of Architectural Design & PlanningⅠ

前 期 必 修 ２単位

建築系教員

設計演習，計画演習の全体的な目的は，以下のような総合的かつ高度な専門知識，能力を養うことである。
１．デザイン―造形および空間創造のための専門能力（課題発見能力，計画立案能力，デザイン構築力）を養う。
２．図面表現，プレゼンテンテーションを通じて表現能力，伝達能力を高める。
３．自己能力を開発し，自主的解決能力を身につける。
以上の大きな目的に基づいて，この設計演習Ⅰでは，建築物を設計する上で最低限求められる製図法の基本的事
項について講述するとともに，各種構造の代表的な図面コピーを通じた演習および小規模建築の設計を行うことで，
設計図面を的確に読解し，正確に描く技術を習得する。

学年を追うごとに内容と到達目標は高度になるが，設計演習Ⅰではその第１段階として，建築設計の一般図及び
初歩的な詳細図の作成と簡単な小規模建築物の設計能力の獲得を目的とする。

建築物の図面コピーでは，空間ヴォリューム構成，プロポーション感覚，スケール感覚，全体とディテールの関
わり方などを学びとり，建築家や都市計画家としてふさわしい基礎的能力を養う。設計課題終了後は講評会を行い，
問題点の整理，評価のあり方などの事項について学生，教員が一堂に会して話しあう。演習課題は年度によって異
なるが，平成１５年度は以下の通りである。
１．製図法（RC事務所の図面コピー）平面図，断面図，詳細図（６週間）
２．事務所設計（小規模建築の設計）「阪急六甲周辺にたつ小事務所」（５週間）

製図法で得た知識，技法を用いて小規模な事務所を設計する。敷地，規模，構造などの基本条件が与えられた
中で，学生ひとりひとりが個性的な事務所建築を設計する。

３．透視図（２週間）
自分が設計した事務所の完成予想図を透視図の形で表現する。図学で得た透視図の基本知識をもとにして，レ
タリング，レンダリングなどの基礎的技法を習得する。

小規模建築の設計では，小グループ（３０人程度）に分かれ，スタジオ形式で指導を行う。

成果品としての図面の仕上がり，課題に対する設計作品の妥当性，および出席情況を評価対象とする。

１．製図室で図面作成作業を行い，指導を受けること。
２．図面，成果品の提出期限は厳守のこと。
３．すべての課題を提出することが単位取得の基本条件である。

「設計演習Ⅰ，Ⅱ参考資料集」神戸大学工学部建設学科（建築系）
「第２版コンパクト建築設計資料集成」日本建築学会編，丸善

建築物の構造，仕上げなどを図面表現を通じて理解習得するとともに，現実の建物をよく見て歩き，多用な技法
があることを理解してください。演習指導は個人的に行われる場合が多いが，実際の建物をどの程度学生が知って
いるかが理解程度に大きく影響します。

―２０２―



Ⅱ Exercise of Architectural Design & PlanningⅡ

後 期 必 修 ２単位

建築系教員

設計演習，計画演習の全体的な目的は，以下のような総合的かつ高度な専門知識，能力を養うことである。
１．デザイン―造形および空間創造のための専門能力（課題発見能力，計画立案能力，デザイン構築力）を養う。
２．図面表現，プレゼンテンテーションを通じて表現能力，伝達能力を高める。
３．自己能力を開発し，自主的解決能力を身につける。
以上の大きな目的に基づいて，設計演習Ⅱでは，設計演習Ⅰおよび関連講義に基づいて，引き続き標準的な図面
コピー課題を通じた演習および小規模建築の設計演習を行うことで，設計図面を的確に読解し，正確に描く能力を
習得する。

学年を追うごとに内容と到達目標は高度になるが，設計演習Ⅱではその第２段階として，木構造および住宅の一
般図及び初歩的な詳細図の作成を行い，住宅の基本的な設計能力の獲得を目的とする。

木構造は，今日の日本で非常に数多く生産されている構造種別である。しかし，その構成は RC造より複雑で，
図面表現も難しい。また住宅設計は人間生活に密着した課題であり，すべての建築設計の基礎となる細かい配慮を
必要とする。そのような木構造の理解，住宅設計能力の基礎を身につけるべく，次のような課題を準備している。
演習課題は年度によって異なり，平成１５年度は以下の通りである。設計課題終了後は講評会を行い，問題点の整理，
評価のあり方などの事項について学生，教員が一堂に会して話しあう。
１．製図法（木造住宅）平面図，立面図，矩形図（６週間）
２．住宅設計「自分の将来の住宅を設計する」（７週間）

小規模建築の設計では，小グループ（３０人程度）に分かれ，スタジオ形式で指導を行う。

成果品としての図面の仕上がり，課題に対する設計作品の妥当性，および出席情況を評価対象とする。

１．設計演習Ⅰを履修していること
２．製図室で図面作成作業を行い，指導を受けること。
３．図面，成果品の提出期限は厳守のこと。
４．すべての課題を提出することが単位取得の基本条件である。

「設計演習Ⅰ，Ⅱ参考資料集」神戸大学工学部建設学科（建築系）
「第２版コンパクト建築設計資料集成」日本建築学会編，丸善

これ以後の設計演習では，設計者としての目，考え方を養うことが重要です。この演習で獲得した能力は建築に
関わる基本項目であるし，他の分野でも無駄にはならない応用力となります。

―２０３―



Ⅲ Exercise of Architectural Design & PlanningⅢ

前 期 選択必修 ３単位

建築系教員，橋本健治，吉羽逸郎，貴志雅樹

設計演習，計画演習の全体的な目的は，以下のような総合的かつ高度な専門知識，能力を養うことである。
１．デザイン―造形および空間創造のための専門能力（課題発見能力，計画立案能力，デザイン構築力）を養う。
２．図面表現，プレゼンテンテーションを通じて表現能力，伝達能力を高める。
３．自己能力を開発し，自主的解決能力を身につける。
以上の大きな目的に基づいて，設計演習Ⅲでは，設計演習Ⅰ，設計演習Ⅱおよび関連講義に基づき，前半では今
までとは異なる観点から課題発見能力を発展させ，後半では建築設計の現場で活躍している講師を迎えて，多用な
機能の建築物の設計課題に取り組むことにより，計画立案能力，デザイン構築力を獲得することを目指す。

学年を追うごとに内容と到達目標は高度になるが，設計演習Ⅲではその第３段階として，特に課題発見能力を開
発するとともに，一般建築物の設計能力の獲得を目的とする。

第１課題はいくつかの設定された場所におもむいて，写真撮影，実測などの情報収集を行い，問題を発見し，解
決を提案する課題である。第２課題は，より大規模で機能も複雑な一般建築の設計課題で，本格的な演習の入口と
なる。第３課題は，講師による少人数双方向の教育を今までよりより徹底したもので，その講師独自の考えを反映
した課題と教育が行われ，総合的なデザイン能力を研磨する。課題終了後は講評会を行い，問題点の整理，評価の
あり方などの事項について学生，教員が一堂に会して話しあう。演習課題は年度によって異なるが，平成１５年度は
以下の通り。
１．フィールド観察／調査＋提案（２週間）
２．保育所（５週間）
３．グループ別課題（６週）
Ａ．北野に建つ観光ホテル
Ｂ．地と天空の建築－神戸新開地１００年再生計画
Ｃ．国際交流のためのパビリオン

小グループ（３０人程度）に分かれ，スタジオ形式で指導を行う。

図面表現，各種プレゼンテーション，課題に対する作品の妥当性，創造性を評価対象とする。

１．設計演習Ⅰ．Ⅱを履修していること。
２．製図室で図面作成作業を行い，指導を受けること。
３．図面，成果品の提出期限は厳守のこと。
４．すべての課題を提出することが単位取得の基本条件である。

各種建築物の実例集

設計者としての目に加えて，調査の考え方を養うことが重要です。たとえ将来建築設計に携わらないとしても，
この演習で獲得した能力は建築に関わる基本項目であるし，他の分野でも無駄にはならない総合的応用力となるは
ずです。

―２０４―



Ⅰ Drawing and PaintingⅠ

前 期 選 択 １単位

神野和朗，藤岡智紀

建築をデザインする上で必要となる基礎的な造形力を獲得することを目的とし，デッサンや立体造形の制作を通
じて，素描力や造形力を修得するとともに，形態や調子，色彩感覚，素材の質感，平面と立体との関係などの造型
感覚を養う。

鉛筆と水彩によるデッサン，紙を素材とした立体構成作品を制作することで，建築デザインの基礎となる造形力
を修得する。

作品製作を通して，造形の基礎技術を習得しつつ多様な価値の理解，自己能力の開発および表現能力を身につけ
る。
課題内容は年度によって異なるが，平成１５年度は以下の通りである。
１．平面造形（担当：神野）鉛筆および着色によるデッサン
① ガラス瓶や靴，立方体をモチーフとした鉛筆デッサン（３週）
② 石や木片・葉やメガネ等身近にある素材の鉛筆淡彩画とカットによる構成（３週），など
２．立体造形（担当：藤岡）紙を素材とした立体構成作品の制作，環境造形事例のスライド講義
① ２５枚の定形小紙片による平面のパターン造形（１週）
② 数種類の定形ダンボール紙片による立体空間の造形（２週）
③ 紙による立方体の３分割造形（２週）
④ 環境造形作品の現地観察と考察（レポート提出，１週），など

受講生は２つのグループに分かれて，平面造形と立体造形の両方の演習を前期期間を２分して受講する。また，
演習は専用の演習室において課題作品の制作を行い，その間，担当教員が個人指導を行う。具体的な運用は学期の
最初にガイダンスする。

成果品としての提出作品の仕上がり，および出席状況を評価対象とする。

① 担当教員により演習日が異なるので，演習日の交代時期・曜日に注意すること。
② 受講者は，期間内に所定の作品を提出すること。

教科書は特に使用しない

ケント紙，鉛筆，水彩絵の具，練りゴム，消しゴム，カッターナイフ，スチール定規，メンディングテープ，の
りなど（大学生協売店にて販売）

この演習は，建築デザインを行う基礎となる造形力を養うものであるが，デッサンの対象や素材と向き合うこと
によって，ものの見方，感じ方を豊かにし，立体的な構成や空間に対する感覚を磨いてほしい。

―２０５―



Ⅱ Drawing and PaintingⅡ

後 期 選 択 １単位

神野和朗，藤岡智紀

造形演習Ⅰに引き続き，建築デザインの基礎となる造形力をより高めることを目的とし，デッサンや立体造形の
制作を通して，より高度な素描力を修得するとともに，造詣と色彩，素材の質感の関係を理解し，さらに抽象的な
イメージを具象化する能力を養う。

デッサンの技法を修得し，その作品および，紙や木などを素材とした立体構成作品を制作することで，建築デザ
インに応用できる高度な造形力とイメージを形態化する能力を修得する。さらに都市や自然の中の環境造形につい
て理解を得る。

作品制作を通して，より高度な造形の基礎技術を習得するなかで，豊かな感性と創造力を身につける。あわせて，
多様な価値の理解，造形と人および環境との関わり方について考える。
課題内容は年度によって異なるが，平成１５年度は以下の通りである。
１．平面造形（担当：神野）鉛筆と着色によるイメージ上の造形デッサン
① 自ら考えた無機形態と有機形態の組合せによる想像上の立体の鉛筆デッサン（３週）
② 出題された言葉から想像したオブジェの鉛筆淡彩画（３週），など
２．立体造形（担当：藤岡）環境造形事例のスライド講義および紙の立体造形の制作
① 様々な素材を使った架空の生き物の巣の造形（２週）
② 割り箸と針金による橋の造形（２週）
③ 様々な紙を使った卵を守る紙の立体造形（２週），など

受講生は２つのグループに分かれて，平面造形と立体造形の両方の演習を後期期間を２分して受講する。また，
演習は専用の演習室において課題作品の制作を行い，その間，担当教員が個人指導を行う。具体的な運用は学期の
最初にガイダンスする。

成果品としての提出作品の仕上がり，および出席状況を評価対象とする。

① 担当教員により演習日が異なるので，演習日の交代時期・曜日に注意すること。
② 「造形演習Ⅰ」を履修していることが望ましい。

教科書は特に使用しない。

ケント紙，鉛筆，水彩絵の具，練りゴム，消しゴム，カッターナイフ，スチール定規，メンディングテープ，の
りなど（大学生協売店にて販売）

この演習は，建築デザインを行う基礎となる造形力を高めるものであるが，デッサンによるより高度な表現力と
構築的表現を通して，抽象的なイメージを空間表現する自由な発想を養ってほしい。

―２０６―



Primary Seminar of Architecture

前 期 選 択 １単位

建築系教員

建築学を学ぶにあたって，基本的な学習の姿勢，視座を確認するため，建築系全教員と学生による少人数・双方
向的演習を行う。

この演習のプログラムを通じて，学生・教員間の相互理解・交流，学生の自己表現力の向上，大学における学習
目標の獲得が図られることが期待される。

学生と教員の小グループ演習を通じて，建築学に対する期待，可能性，社会的役割についての基本的視座を確認
し，自己表現しうるゼミナール，建築に関する演習を実施する。

この授業は，知識や技術を修得するという一般的な専門科目の授業とは異なる性格をもち，今後の大学教育の出
発点となる時期に，建築学を学ぶ意義や可能性を展望し，自らで学習目的を設定・獲得する契機となる場と教員と
の交流機会を提供するものである。年度によって進め方は若干異なるが，短期集中方式で１０名程度の学生がグルー
プを形成し，教員とのゼミナール，共同実習を中心に演習をすすめることを基本とする。またプログラムの組まれ
ていない授業時間は，受講生対象のオフィスアワーを設ける等，教員と学生の接触が得られるように配慮する。
２００４年度の進め方の予定を下記に示す。
第１回：ガイダンス
第２回：講義「ディベート風演習の進め方」
第３回：インターネットを使った情報検索，メールの利用方法
第４回：ディベート風演習のためのテーマとテーマに関する情報の検索・収集・討議
第５回：同上
第６回：講義「建築を解く」：古今東西の様々な建築物に関するスライドショーを行う。各作品に対する短文の

感想を課す。
第７回：同上
第８回：ディベート風演習のプレゼンテーション準備・討議
第９回：ディベート風演習
第１０回：同上
第１１回：ディベート風演習に対する感想・反省を中心とした討議
第１２回：ディベート風演習の総括のための発表準備
第１３回：総括の発表
第１４回：特別講演会
第１５回：演習のまとめのレポート作成・討議

上記目的に照らして，演習中の様々なプログラムへの参加や演習での成果物により評価する。

内容については入学時のガイダンスで説明する。

参考文献等は開講時に指示する。

この授業は，大学で建築の専門教育を受けるスタートの時点で，大学で学ぶことの楽しさ，建築学を学ぶ楽しさ
や深さ，教員と学生相互の理解を深めるために設定されたものです。

―２０７―



Short Seminar

前 期 選 択 １単位

建築系教員

少人数，双方向の教育を通じて，建築学への理解を深めることを目的とし，構造，計画，環境の各分野において
グループ形式の演習を行う。受講生は，上記の３分野で実施される演習を一通り受講する。

建築学への理解を深めるために，各分野における研究方法，学習方法を体験する。

受講生は１２班（１班８名程度）に分かれ，各班毎に構造，計画，環境の３分野で実施される演習を４週間単位で
回る。それぞれの分野で，担当教員の指導，助言の下，自主性を重んじた学習方式による演習を実施する。
構造系では，１）鋼構造骨組に関する諸問題，２）構造振動制御および建築的形態の形成，３）構造物の動的性
状・性質，４）構造物，構造要素，構造材料の破壊，の以上４つのテーマを設けている。
計画計では，１）建築史・建築（設計）論，２）都市設計・都市計画，３）防災・地域計画，４）環境設計・生
活環境，の４分野を設け，各グループ３名の教員が担当している。
環境系では人を取りまくさまざまな環境要素のうち，１）音環境，２）視環境，３）熱環境，４）空気環境につ
いて，生活に密着したテーマを取り上げ，討論や話し合いの過程で具体的な演習内容を決めている。

少人数教育の利点を生かした教員と受講生による対話型，受講生相互による討論型の演習である。
構造系では，工作実習，工場見学，構造実験，コンピューター・シミュレーション，等の演習を通して受講生自
身による問題提起，討論を行う。また，最終の演習時には，構造系の合同発表会を設け，プレゼンテーションの練
習を行う。
計画系では，計画分野の解説，研究・学習の方法，具体的な建築事例や地域を対象としたフィールド調査や空間
分析，等の演習を通じて，計画分野の基礎知識と視点，方法の修得を行う。最終の演習時には，ビジュアルな成果
品をまとめ，計画系の合同発表会を実施し，総合討論を行う。
環境系では，教員と受講生，受講生同士の討論や話し合いにより具体的なテーマを決め，屋内や屋外で実験・解
析を行う。その結果をもとにレポート・プレゼンテーションの作成を通して，教員も含め議論を深めると同時に，
プレゼンテーション能力の向上をはかる。

上記の目的に照らして，出席を重視する。

受講希望者は教務掛への受講届に先立って，建築系教室への事前登録が必要である。申し込み方法等については，
前もって提示するので注意すること。

適宜，指示する・

建築に対する理解度を深めるためには，広い意味で自らが体験することが大事である。「体験する」とは，好奇
心を持ち，疑問を抱き，答えを模索するプロセスである。本演習では，このプロセスを重視しているので，受講生
には積極的な参加意識を持つことを心がけてほしい。

―２０８―



Professional Studies

通 年 選 択 １単位

建築系教員

学生提案型単位取得科目として開講する。学生が個人またはグループで企画・実施するプロジェクトに一定期間
従事する事により，専門家とのコミュニケーション等を通して，建築学や建築実務についての理解を深めるととも
に，建築と社会の関わりについて理解を深め，職能観・倫理観を育む。

プロジェクトの実施を通して，将来，建築に携わる上で，どのような問題意識をもたねばならないか，また具体
的な諸問題に対して，いかなるアプローチをとり解決へと導くのか，を実際に体験すること。

プロジェクトとして以下に掲げるものを対象とする。
・個人あるいはグループで企画・実施したプロジェクト
・企業でのインターンシップ参加（教室斡旋，大学斡旋，自由応募の別を問わない）
・専門分野での実務経験を伴うアルバイト経験
・学協会の斡旋するオープンデスクや専門技術ボランティア活動への参加
・国内・外の大学が実施する研修プログラムへの参加
・ボランティア活動参加
なお，プロジェクト認定条件としての必要従事時間，および従事した活動・作業・業務等に関する専門家との必
要コミュニケーション時間等については，別途，説明会等で指示する。

担当教員との以下のコミュニケーションを通して，企画書，実施レポートを作成する。
① 「プロジェクト企画書」の提出。
プロジェクト企画書（A４で１枚程度）に含む内容：
・プロジェクトの仮称，予定実施期間，共同実施者（グループ・プロジェクトの場合）
・プロジェクトの目的（建築における位置づけと本人が得ようとするもの）
・プロジェクトの予定実施計画や内容
・受け入れ側（企業や団体等であれば）の承諾を示すもの（コピー添付可）

② 教員のヒアリングとアドバイス。
③ プロジェクトでインターンシップ等の研修に参加した場合，終了後に「研修終了報告書」を提出。
④ プロジェクト終了後，プロジェクト日誌と認定審査用の「プロジェクト実施レポート」の提出
⑤ 担当教員によるヒアリングとアドバイス。必要に応じてレポートの修正や課題追加。
なお，担当教員は必要に応じて受け入れ側や関係者に問い合わせをすることがある。
詳細は別途，説明会等で指示する。

プロジェクト実施レポートに基づいて成績を評価し単位を認定する。
プロジェクト実施レポートには，プロジェクトの名称・目的・実施期間・概要日誌を明記し，プロジェクトを通
して学び取ったことについて作文にまとめる。詳細は別途，説明会等で指示する。

・履修登録の方法については，当該かもくの説明会で説明する。
・グループ・プロジェクト等で共同実施者がいる場合も，「プロジェクト企画書」と「プロジェクト実施レポート」
は，個別に提出することが必要。
・プロジェクトは原則，自己責任で実施し，実施中安全に注意し，自分で責任を持つこと。
・原則として加害者，被害者等の保険（学生教育研究災害傷害保険および学研災付帯賠償責任保険あるいはそれと
同等の保険）に入っていること。
他の注意事項は別途，説明会等で指示する。

特になし。

実務体験を通じて，大学での学習内容の意味付けが明確化されることが望ましい。
夏期休業期間等を有効に利用してプロジェクトを企画・実施し，建築への理解を深めることを期待する。

―２０９―



History of Houses and Cities

前 期 選択必修 ２単位

黒田龍二，山崎寿一

人間の生活や文化と建築の関係を，歴史的に理解するとともに，時代を代表する住宅及び都市の特徴及びそれを
成立させた文化的・技術的背景を理解することを目的とする。

原始・古代から現代に至る歴史的社会関係の中での住宅，都市の形態を具体的に理解する。
住宅及び都市の変遷史（年表）と時代を代表する住宅，都市の典型的なプランを人に説明できるようになる。
地域・時代を代表する住宅の形態・プラン・機能を表現・説明できるようになる。

以下の項目について毎回テーマを設定して講義を進める。前半，後半の総括的なレポート課題を与える。
第１回：序．居住・建築・都市の２０００年（山崎）
第２回：１部．都市・住宅の建築史－概説：原始・古代から近世まで。レポート課題説明（黒田）
第３回：１－１．住宅の歴史

１）石器時代から古墳時代まで
２）古代から中世まで

第４回： ３）近世の農家，町屋
第５回： ４）茶室・数寄屋の意匠と技法
第６回：１－２．都市の歴史

５）都：平城京・平安京を中心に
第７回 ６）中世の都市・レポート提出
第８回 ７）城郭と城下町
第９回：２部．都市・住宅の近代史－概説 近世と近代をつなぐ（山崎）
第１０回：２－１．住宅近代史

１）中産階級住宅の発生／和風・洋風住宅
２）近郊住宅地の発達／近代的住宅

第１１回： ３）庶民住宅／公的住宅／最小限住宅
第１２回 ４）公営住宅と集合住宅の変遷
第１３回：２－２．近代以降の地域計画と住宅問題・計画課題

５）明治以降の近代化と国土開発
６）近代以降の都市計画・住宅問題の変遷（大都市，地方都市，農村地域）

第１４回：２－３．課題レポート説明及び後半まとめ
第１５回：課題発表

この授業は，原始・古代から現代に至る人間居住の発展過程の理解を基礎に，近世までの都市・住宅史について
は「建築史」の専門の立場から，近代以降は「建築計画・地域計画」の立場から講義を行う。講義は，図面資料等
を配布し，ビジュアルなかたちで内容を理解できるよう配慮する。

試験を基準点（８０％）としレポートの評価（２０％）を総合して加味して成績をつける。黒田担当分５０点，山崎担
当分５０点。
再試験は行わず，試験欠点のものは追加レポートにより合否を決定する。

「建築・住居論」を履修すること。

：「日本建築史図集」日本建築学会編，「日本住宅史図集」住宅史研究会編，内田青蔵他「図説・近代日本住宅史
－幕末から現代まで」鹿島出版会

この授業は，これから建築学を学ぶうえで基礎となる科目です。建築学は，いろいろな学問と係わる分野で，こ
の授業では人間居住と建築，さらに生活・文化と空間形成の関わりをダイナミックに理解してほしいという願いが
あります。いろいろな建築を見て歩き感動し，本とも出会ってほしいと思います。自己学習のアドバイスもします
ので，担当教員に声をかけてください。毎時間終わりに質問を受け付けます。オフィスアワー等は最初の講義時に
アナウンスします。

―２１０―



Ⅰ Architectural PlanningⅠ

後 期 必 修 ２単位

大西一嘉，北後明彦

建築物をつくる過程の中で計画・設計がいかに行われるかについて，受講生が考えはじめるきっかけを形成する
ことを目的とする。

初歩的な建築設計の課題が与えられたとき，どのようにして解を導き出すことができるかの道筋を思い浮かべる
ことができるレベルに達することを目標とする。

最初に，建築物の計画と設計の方法を考察する。次に，計画の理論の最初として寸法の計画を取り上げ，建築空
間を利用する人の大きさや動きから規定される寸法について述べるとともに，日常災害防止への配慮や高齢者・障
害者への配慮について示す。最後に，人間の知覚や集合との関係で規定される建築空間について論及する。
１．建築の計画と設計（北後）
１．１ どのように建物を計画し，計画するか／１．２ 設計者の作業過程／１．３ 建築計画の方法と展開
２．寸法の計画（北後）
２．１ いかにして寸法は決められるか／２．２ 人体・動作が規定する空間寸法／２．３ 寸法の規格化
３．日常災害防止への配慮（北後）
３．１ 日常災害の動向／３．２ 日常安全性の確保と設計・計画
４．高齢者・障害者と建築（大西）
４．１ 福祉と建築の接点／４．２ 安心できる住まいづくり／４．３ バリアフリーとユニバーサルデザイン
５．環境心理と建築空間（大西）
５．１ 形態の知覚と視環境心理／５．２ 空間の開放性と閉鎖性／５．３ 人間行動と建築計画
６．計画とデザイン（大西）
６．１ 場のデザイン／６．２ 敷地と平面計画／６．３ 計画と調査

OHP等で，建築空間について具体的に想起されるように，写真・図面等を積極的に示す。

基本的に定期試験により成績評価を行うが，授業時間に行う課題や，レポートを加味することもある。

「都市・住宅史」「建築・住居論」を履修していることが望ましい。

教科書：日本建築学会編「第２版コンパクト建築設計資料集成」（丸善）
参考文献：「建築計画教科書」（彰国社）

「建築計画１」（鹿島出版会）
「新・建築学体系 －建築計画－」，「新・建築学体系－環境心理－」（彰国社）

まずは計画学のもつ面白さを実感してほしい。
授業についてのメッセージボードを以下に開設しているので，利用してください。
・北後：http : //www.kobe-u.ac.jp/usm/hokugo/jugyo.html
・大西：http : //www.kobe-u.ac.jp/zugaku/index.html

―２１１―



Ⅱ Architectural PlanningⅡ

前 期 必 修 ２単位

安田丑作，三輪康一，山崎寿一

現代の建築計画・設計に関わるさまざまな理論と方法のなかから，いくつかの重要テーマ（規模の計画，集合の
計画，地域の計画，都市建築の計画）を取り上げて，その計画論を講ずる。さらにその計画プロセスについて具体
的な事例をもとに論ずる。

建築設計における計画の理論と設計の技法を習得することで，今後，設計・計画演習や卒業設計，さらに将来の
設計業務において，建築設計を実際に行う際に必要となる①計画・設計の目標と条件を受講者自ら設定できるよう
になること，②計画理論や設計手法を適用して設計が行えるようになることを目標とする。

以下のテーマについて講述し，それぞれ事例を紹介する。

建築の「規模」が意味するものを述べ，規模決定のプロセスを，①利用者などの需要の把握と②需要の空間へ
の対応という２つの段階で説明する。さらに事務所建築を例として，具体の規模計画の基礎を紹介する。

さまざまなタイプの建築計画における，空間の各要素の集合関係とプランニングについて理解を深める。具体
的には，事務所建築，学校建築，集合住宅をとりあけ，それぞれ，事例を通してプランタイプと空間構成との
関連について講述する。

地域におけるコミュニティ・生活関連施設の位置づけと役割を示し，その立地と機能分担の考え方について考
察する。具体的にはコミュニティ施設の計画をとりあげ，事例を通して地域との関連について講述する。

単体の建築から複能化・複合化する都市建築の諸相を分析するとともに具体的事例を通じてその空間構成と計
画構成について講述する。

授業は表記担当教員が期間と内容を分担して行い，講義形式を基本とする。

定期試験の成績による。

「建築計画Ⅰ」を履修していることが望ましい。

教科書は，日本建築学会編『コンパクト設計資料集成』（丸善），参考文献は，各講義のテーマに即してその都度，
提示する。

現代の建築計画は，時代の要請に応じて，機能と空間の多様化や複合化，構成原理の再構築などさまざまな変化
がみられ，またこれからもそうした傾向が顕著になると思われる。この授業を通じて，基礎的な計画理論と設計手
法をしっかり身につけることで，新たな展開に応用できる資質を育ててほしい。

―２１２―



History of Japanese Architecture

前 期 必 修 ２単位

黒田龍二

建築に関わる行為は，社会を物理的に改変する行為である。それゆえ，建築に携わる人間は，自分が改変しよう
とする従来の環境がいかなるものであるかを明確に認識する必要性がある。
また高度な建築設計行為においても，従来の建築文化がどのようなものであったかを知らずに新しい建築を創造
する事はできない。
この講義は，社会的，文化的所産としての建築と歴史的環境の意義を認識することに重点をおきつつ，過去の日
本建築のあり方を理解，習得することを目的とする。これによって，学生がこれからの建築のあり方を考える基礎
能力の一端を形成する。

伝統的日本建築は世界的にみても稀に見る精緻な構成と美をもっているが，その技術と様式，環境に関する知識
がなくては，真に日本建築を理解することはできない。現代建築とは異なる日本建築独自の言語を理解し，あわせ
てそれが生み出された歴史的背景を理解する。

１．日本建築史学習の意義（歴史の学習を通じて人間と社会集団との関係，多用な価値を理解すべきことを述べる）
２．原始時代の建築と技術。発掘の意味。復元と歴史的環境の整備の意義
３．寺社建築の技法，意匠，構造（以下は建築史に関する包括的専門知識の習得を目的とする）
４．寺院建築史
５．神社建築史
６．近世建築
７．歴史的環境の保全と整備（歴史的環境を通じて技術者倫理・環境倫理を考える学習）

視覚的教材として『日本建築史図集』を中心に講義を行う。随時小テストを行う。要望があれば，学外見学を行
うこともある。

学期末の定期試験における筆記試験を主として成績評価を行う。それに出席情況，小テスト成績，受験情況を加
味して成績とする。

講義を理解するには，中学，高等学校での日本歴史の知識が前提となっているから，復習しておくこと。市販の
教科書の中には今の学問水準からは間違った記述を含むものがあるから要注意。

日本建築学会『日本建築史図集』彰国社
太田博太郎『日本建築史序説』彰国社

みずから『日本建築史図集』をハンドブックとして古建築を探訪してください。実物を見る，見ないは建築の理
解にとって決定的な違いです。基本的に授業終了後の１時間ほどは質問の時間として考慮します。気軽に質問して
ください。

―２１３―



History of Western Architecture

後 期 必 修 ２単位

足立裕司

建築という概念を創り上げてきた西洋建築の歴史を理解することを目的とする。それぞれの時代の造形上の特徴，
理論から思想的，宗教的意味，さらにそれぞれの様式を成立させた都市的および社会的背景などの理解を通じ，建
築とは何かを考察する能力を養う。

それぞれの時代を代表する様式についての形式的な理解ではなく，建築という領域を形づくる様々な要因を理解
し，建築を総合的に捉えることができる歴史的な視野を涵養する。

古代ギリシア・ローマから中世のビザンチン，ロマネスク，ゴシックを経て近世ルネサンス，マニエリスム，バ
ロックに至る様式の変遷を時代順に取り上げながら，それぞれの様式の理解とともに現代的な意義についても考察
する。
１．建築の源流とエジプト建築
２．ギリシア建築と古典理念の形成
３．ローマ建築と古典理念の展開
４．キリスト教と教会建築の形成
５．中世ヨーロッパの形成とビザンチン建築
６．ロマネスク建築と地域の多様性
７．ゴシック建築の成立と展開：技術と形式
８．ルネサンスの文化と初期ルネサンス建築
９．ルネサンスの建築理念
１０．古典の変容とマニエリスム
１１．バロック建築の造形理念
１２．絶対主義王政下のヨーロッパ建築
１３．新古典主義の造形理念

講述だけでなく，必要に応じて OHP，スライドを用い，概念的な理解だけではなく視覚的な理解も重視する。

学期末の試験と何度かのレポートを参考にして評価する。特に思考能力の有無を評価する。

高校，大学の２年までの社会科学，人文科学の知識だけでも理解できるように努めているので，一回一回の授業
に集中し，その場で理解するように努力してほしい。また，その都度参考図書を紹介しているので，できるだけ自
分で本を読む習慣をつけ，自分の考えを形成できるようにしてほしい。

日本建築学会編『西洋建築史図集』

答えが一義的に定まるといったこれまでのような受動的な姿勢ではなく，むしろ思考の前提となっているもの，
思考の枠組みがどのように形成されていくのかを自分自身で考えることを大事にしてほしい。

―２１４―



Urban Planning

後 期 必 修 ２単位

三輪康一

わたしたちが生きる今の時代は，安定し成熟した都市型社会をめざす時代でもあるといわれる。そしてこの社会
のなかで成り立つ建築を考えるとき，多種多様な建築が集まる場である都市に目を向けずにはいられない。この講
義では，近代以降の都市計画の理念と計画技術の発展過程をふりかえり，現代の日本の都市が直面する計画課題に
ついて概観したうえで，都市計画の策定・実施プロセスに即した種々の都市計画の考え方と計画技法について論述
する。とりわけ，今後の大都市で重要な課題となる市街地整備と市民参加のまちづくりについて注目し，その意義
の実施のプロセス，実現手段を，具体の事例を取り上げて論じる。以上の過程から，受講者が，都市，地域，都市
計画，まちづくりに対して自らの問題意識を育てていくことを目的とする。

これからの都市のあり方，都市計画・まちづくり・生活環境のあり方について，受講者各自が自らの考えをしっ
かりと確立し，さらに専門的な関連講義のための基礎となる専門知識を獲得することが目標。そのため，都市の物
的環境と社会現象について基礎的な知識と正確な認識をもち，都市計画の基本的な考え方，方法，制度の仕組みに
ついて理解を得ることが求められる。

以下のテーマについて講述し，それぞれ事例を紹介する。
１．テントロダクション（都市，都市計画を学ぶ姿勢を知る：理念・認識・技術）
２．現代都市計画史（欧米・日本）（都市問題解決の歩みと先人の試みをふりかえり，専門家としての使命を学ぶ）
３．都市構造の都市化，市街地構成，都市解析（都市の性格を把握するための基礎知識を獲得する）
４．現代都市の問題と都市計画課題（現代都市が直面する問題を考え，都市計画の課題について認識する）
５．都市基本計画の理論と構成（その計画理論と計画手法を学ぶ）
６．都市利用計画と交通計画（その計画理論と計画手法を学ぶ）
７．住宅地計画（事例にもとづき，その計画理論と計画手法を学ぶ）
８．都市更新と市街地整備計画（その計画課題を理解し，整備の方向性と計画手法，整備制度を学ぶ）
９．市民参加のまちづくり（事例をもとにその意欲とプロセスを学び，今後のあるべき方向と専門家の役割を考え
る）

１０．都市環境（都市環境問題への認識を得て，今後のあるべき方向と専門家の役割を考える）

授業時に配布する資料，図版，スライド等をもちいることによって，視覚的な情報を重視した講義を行う。また，
必要に応じて，各回の講義の最後に，理解すべき事項を受講者自ら確認するために確認テストを行う。

主として定期試験の成績によるが，出席状況を適宜加味する。

「都市史・技術史」を受講していることが望ましい。

教科書は特に指定せず，授業時に配布する資料により講義する。参考文献は，各講義のテーマに即してその都度，
提示する。

講義で得た知識だけに留まっていては意味がない。実際にまちを歩き，観察し，現実の都市や地域の問題を感得
し，都市計画，まちづくりを実感することが大切。まちは生きた教科書だから。

―２１５―



Theory of Built Environment

前 期 必 修 ２単位

塩崎賢明

建築の中でも住宅は量的に最も多いだけでなく，特別重要な意味を持っている。それは個人と居住空間の関係だ
けでなく，人間集団とその居住空間の関係を含んでいる。住宅はまたその環境と切り離して考えることはできない。
居住環境を総体として良好なものに形成していく行為は，人間の本性の欲求であるが，それは意識的・計画的に行
う必要があり，人類史はその歴史であるともいえる。この授業では，人間居住の空間的拠点である住宅および居住
環境についてその形成過程・計画・政策の側面から講述する。

国内外の居住地計画・住宅政策の発展過程を学び，現代日本における課題を認識し，それに対する対応策に関す
る知識を習得する。あわせてこれらの問題に対する自らの考え方を養う。

① 居住環境論概説
② 住宅問題・住宅事情
③ 住宅問題の発生と住宅政策－イギリスの経験―
④ 戦前の住宅事情・住宅対策
⑤ 戦後の住宅政策の系譜
⑥ 高度成長と土地・住宅問題，および対応策
⑦ 木造密集市街地の改善
⑧ マンション居住と管理問題
⑨ 高齢社会と福祉の住宅・まちづくり
⑩ 都市環境問題―サステイナブルシティー
⑪ 大規模災害と復興まちづくり
⑫ 震災と住宅復興
⑬ 住宅・まちづくりと参加

上記のテーマについて，毎回資料を配布する（講義の要点レジュメと図表資料）。講義の要点，図表資料および
これをより豊富に解説するための画像をプロジェクターで映写。必要に応じてゲスト講師の特別講義を交える。

定期試験によって成績を評価する。出席状況も加味する。

講義レジュメなどに紹介する参考文献を自発的に学習することが望ましい。

講義レジュメを配布する。参考文献は多数あり，講義レジュメに記載する。

住宅についての興味関心をひろげ，住宅・住環境が抱える建築的・都市計画的・政策的課題を認識することを希
望する。この授業では，住宅・住環境の計画・設計の前提となる，現代社会における住宅を取り巻く諸問題を扱い，
最小限の専門的常識を伝えることをねらいとしているので，ぜひともそれをつかんでほしい。

―２１６―



History of Modern Architecture

前 期 選択必修 ２単位

足立裕司

ヨーロッパの近代社会から近代建築が成立していく過程を，社会史，思想史，芸術史及び技術史等の背景との関
連から考察し，それがどのように現代建築の礎を築くに至ったかを理解することを目的とする。

近代建築という領域を形づくる様々な要因を理解し，建築を総合的に捉えることができる歴史的な視野を涵養す
る。形式的な理解ではなく，建築家がどのような理念，思想の下に新しい建築を創造するに至ったか，また新しい
建築理念と形態はどのような整合性をもって意図されているかを考える能力を身につける。

１．近代建築とは何か：講義の視点と現代との関連
２．新古典主義と歴史主義：ロマン主義とアカデミズム
３．産業革命下の建築：新しい建築技術と建築形式
４．アーツ・アンド・クラフツ運動：建築・デザインと職能倫理
５．アール・ヌーヴォーと建築：大衆と都市文化
６．ガウディ，マッキントッシュ，ヴァン・デ・ヴェルデ：過渡期の造形と個性
７．ウィーン分離派運動：ワグナーと A．ロース：理論と造形
８．ドイツ工作連盟の理念と建築
９．造形の革新：未来派，デ・スティル，ロシア構成主義
１０．バウハウスの建築理念
１１．モダニズムの形成と理論
１２．ル・コルビュジエ，グロピウス，ミース・ファン・デル・ローエの造形と理念
１３．近代主義の伝播と現代建築への展開

講述だけでなく，必要に応じて OHP，スライドを用い，概念的な理解だけではなく視覚的な理解も重視する。

学期末の試験と何度かのレポートを参考にして評価する。特に思考能力の有無を評価する。

西洋建築史を引き継いで講義を行うので，同科目を履修していることが望ましい。思想史，理念史，芸術・造形
史としての性格が強くなるので，必要に応じて自己学習が求められる。その都度参考図書を紹介しているので，で
きるだけ自分で本を読む習慣をつけ，自分の考えを形成できるようにしてほしい。

日本建築学会編『近代建築史図集』

現代に直接つながる設計思想を形成した時期であり，建築家の作品と志向がどのように関連しているのかを，自
己の設計活動を通じて考えてほしい。

―２１７―



Architectural Security Planning

後 期 選択必修 ２単位

北後明彦

建築および都市の設計においては，人命，財産および機能の安全確保が最優先されるべきで，その安全生確保の
ための理論と手法を学んで，実際の設計に適用できるようにする。

火災や日常事故，地震などの建築や都市空間における破壊のメカニズムを理解したうえで，それからの被害を軽
減する技術や手法を学ぶとともに，それを設計のなかで具体化できるデザイン力を身につける。

１）建築防災の原論
２）建物火災のメカニズム
３）建築防火計画のフレーム
４）避難計画と避難設計法
５）日常災害対策
６）地震災害対策
７）犯罪その他の対策

教科書「建築防災・安全」（鹿島出版会）により口述する。必要に応じて具体的な設計事例を紹介し，実社会に
おいても役立つ知識の啓発に努める。なお，出席はとらない。

社会において設計とうの業務に携わるうえで必要とされる防災に関わる基本的な考え方と最低限の知識のレベル
を，試験により確かめる。

環境心理，人間工学あるいは燃焼科学の基礎知識をもっていることが望ましい。

前述の「建築防災・安全」のほか，「やさしい防火安全計画」（学芸出版），「新版 建築防火」（朝倉書店）など
を参考文献として推奨する。

授業修了後に，質疑の時間をとるので，積極的にアクセスすること。

―２１８―



Urban Design

後 期 選 択 ２単位

安田丑作

都市で生活し活動する人々にとってもっとも身近で具体的に知覚しうる環境としての景観に着目し，都市構造か
ら身近な生活空間にいたる都市設計理論と具体的・実践的技法について講述する。

① 景観と知覚理論とその応用についての理解
② 近代都市デザインの歴史とその特性についての理解
③ 都市景観構成要素とその調査手法の習得
④ 都市デザインとその具体的技法の習得

１．都市計画と都市設計
２．景観の基礎概念と知覚理論
３．近代都市設計の系譜と空間構成技法
４．都市景観構成要素と景観資源調査
５．都市景観形成基本計画の立案と構成
６．景観設計とその技法―コミュニティ・デザインの視点から―
７．景観誘導とガイドライン

都市設計に関する基礎的知識のみならず，具体的な事例紹介を通して実践的な設計技法の習得が図れるように，
出来る限りヴィジュアルな教材を用いて進める。

授業中での小演習および期末試験，出席状況により総合的に評価。

「都市・住宅史」，「都市計画（建築系）」を履修しておくことが望ましい。

適宜プリントを配布する他，参考文献などをその都度紹介する。

日ごろから身近な街や建築，そこでの人々の行動などに興味をもち観察・考察する習慣を身につけることが何よ
り大切。

―２１９―



Environmental Design Theory

後 期 選 択 ２単位

重村 力

人間は自分たちの住む環境をさまざまにかたちづくってきました。ピラミッドや，塔や，社寺や，城塞や，広場
や，伽藍，バザールがそれです。住まいの形も様々です。その多様な形には時代，地域，人々の集団，技術，価値
観が表現されています。この講義では，環境のデザインについて，関連する知見を学習しながら考察を深めます。
これらを説明する様々な造形理論について，事例を紹介しながら，また私自身の計画デザイン事例を紹介しながら
講述します。

計画者，デザイナーに必要な代表的な環境造形の事例についてその背景を含めて知識を持つこと。造形理論に関
連したいくつかの理論の基礎を理解すること。

１．造形表現の原理
（機能と表現，造形と心理，意味の形成，集団の象徴）
２．環境造形の固有の原型・原理，その分類と発達
（外部表現，内部空間，内外交流の諸空間と，その造形）
３．生活行動・機能と環境造形表現の応答（機能主義，有機主義）
４．自然環境と建築・環境造形の応答
（気候風土，人工と自然，克服，対比，調和，生態学的な考え方）
５．都市のイメージの形成とデザイン
（集団が共有するイメージ，主体と参加，時間的形成）
６．地域性，場所性とデザイン
（地域の材料と技法，生活の環境的作法，環境の文脈の形成）
７．環境デザイン事例，調査法

上記の内容について講述します。途中で，質問や感想などについて小レポートを提出してもらうことがあります。
その後の講義で，これらの内容に応えます。その他に講義中に指示する文献について読んだレポートを提出しても
らうことがあります。

講義では出席をとりません。ただし，随時要求する提出物（内容にそった適切なもの），試験，自己申告評価，
の三点を勘案して成績を評価します。この授業に関連して自分で行った読書，建築物の鑑賞が，この授業を理解し
ふさわしいものである場合，特にこれも評価します。講義の内容を理解し，自分の考えもしっかりしているものに
Aを与えます。

「建築・住居論」「居住環境論」「建築計画Ⅰ」を履修していることが望ましい。

吉阪隆正「環境と造形」「世界の建築」（勁草書房），香山壽夫「建築意匠講義」（東京大学出版会），ケビン・リ
ンチ「都市のイメージ」（岩波書店），岡田光正「建築人間工学，空間デザインの原点」（理工学社）

この講義に関連した研究室への質問時間は，自然科学棟３号館８１２のドアに表示する。メールで質問するものは，
QA-shige@arch.kobe-u.ac.jp（ただし時間的に直ちに応えるとは限らない）

―２２０―



Theory of Architectural Design

後 期 選 択 ２単位

山崎寿一 末包伸吾

建築設計では，建築単体の設計から，集住体，さらに環境の設計までを視野におく必要がある。この講義では，
主に建築のデザインとその考え方に焦点をあわせた設計論（１部：前半）と集住体および環境を対象とした設計論
（２部：後半）を講述する。
前半では，建築や都市の空間を構築する際のコンセプトが重要であるという視座から，特に現代の建築デザイン
に関する基礎的な概念やその展開を理解することを目的とする。そして，後半では，建築が集合して環境を形成し，
建築がその立地する環境と共生しながら存在しているという視座から，地域や環境との共生，環境ストックを活か
した環境デザインの考え方や手法を習得することを目的とする。

具体的な建築空間及び地域環境を対象に，空間構成・意匠や地域性・環境共生の観点からその設計・計画理念や
設計手法を習得するとともに，その意義を考察できること。空間創生のための課題発見，計画立案，デザイン構築
の能力を高めることを目標とする。

１．建築意匠（建築設計論を中心に）：現代の建築における主要なテーマである，歴史，タイプ，地域主義，構造
主義・ポスト構造主義などをとりあげ，その主たる内容を建築家の言説に求め講述するとともに，こうしたコ
ンセプトと具体的な作品の関係を述べる。具体的には，
第１回：ガイダンス（建築と建築論の関係，建築論と社会・環境の関係）
第２回：近代建築から現代建築への転換期としての１９６０年代
第３回：歴史主義
第４回：合理主義（タイポロジー）
第５回：空間と場所
第６回：構造主義とポスト構造主義
第７回：建築と建築論（実践のプロセス）

２．環境設計（集住体，地域環境の設計論を中心に）：伝統的集住体である集落や町並み等の空間生成の論理と形
態・景観形成の特徴，地形や風土に対応した建築・環境設計やエコロジカルな視点にたった新しい建築・環境
設計の事例紹介を行い，その生成論理，設計理念，設計手法の特徴を述べる。具体的には，
第８回：ガイダンス（建築設計と環境デザインの接点，学習目標・ポートフォリオの作り方）
第９回：環境の読みとりから計画へ－共生型計画の理念と方法
第１０回：伝統的集住体に学ぶ（１）－集落の空間構造
第１１回：伝統的集住体に学ぶ（２）－共生の論理・集合の論理
第１２回：環境設計の方法（１）－持続的発展のため計画デザイン
第１３回：環境設計の方法（２）－共同性と参加のデザイン
第１４回：まとめ 自分の環境設計論を創る－ポートフォリオ

３．成果レポート ビジュアルプレゼンテーション
第１５回：最終成果レポート発表会

１．建築意匠：テーマごとに，その特質や意義を建築家の言説から示し，さらにその具体的な設計事例を示し，設
計の理論と実践の関係を考察する。さらに具体的な建築物の分析に関するレポートの作成とそれに関する討議
を行う。

２．環境設計：地域環境の読みとりから計画・設計に至るプロセスを，具体事例の紹介を通じて講述する。また，
講義毎のテーマの沿って，ワークショップ課題を課し授業に演習的要素を組み込む。最終提出物として講義内
容の理解，各自の発展課題，考察を内容とするポートフォリオを作成し，それに関する発表と討議を行う。

講義毎に求める課題レポートと，講義全体の学習成果をまとめた成果レポート，ポートフォリオとその発表によっ
て評価する。

必修科目及び計画系科目，「設計演習Ⅲ」「計画演習Ⅰ」を履修すること。

参考文献等は開講時に指示する。

設計というプロセスにおける様々な思考を扱う講義です。従って，自らの設計プロセスへと転換するためには，
本講義への能動的な取り組みが求められます。

―２２１―



Theory of Community Development

前 期 選 択 ２単位

後藤祐介，森崎輝行

この授業の目的は，地域社会（コミュニティ）を主体とするまちづくりのあり方を様々な角度から論じ，その方
向について議論することにある。
居住環境の改善，歴史的環境保全，地域活性化，住民参加型まちづくりなどの課題について講述し，特に阪神大
震災の復興過程における具体的事例を中心にまちづくりの手法を解説する。

平成１５年度は以下の内容。
まちづくりに関する基本的な概念，手法について理解する。
また，住民参加型まちづくりの進め方，評価すべき点，問題点を把握し，今後の市民まちづくりのあり方を考え
るための基礎を学び，具体的な地区についてまちづくりのあり方を考えてみる。

１．まちづくりとは何か（都市計画との違いを含めて）
２．まちづくり計画の組立て（論理的側面と帰納的側面）
３．コンパクトシティ（まち住区論を中心として）とまちづくり
４．コミュニティ・アーキテクトとまちづくり（いえづくりからまちづくり）
５．いえをデザインする，まちをデザインする
６．まちづくりを推進するために（テーマの共同化，運命の共同化）
７．旧居留地，御菅地区，真野地区のまちづくりについて
８．神戸方式の住民参加型まちづくり
９．阪神・淡路大震災の復興まちづくり
１０．事業型まちづくり
１１．「ルールづくり」によるまちづくり
１２．「ものづくり」によるまちづくり
１３．「既成密集市街地」のまちづくり

基本的には講義形式で行う。

レポートの提出によって評価する予定。（但し，出席点を加味する。）

「人の話を上手に聞く」練習のためにも講義には出席すること。

「アメリカ大都市の生と死」J．ジェイコブス・黒川紀章（SD選書）（レポート課題で読んでもらう。）（後藤）
その他，授業時に指示する。

「好きこそものの上手なれ」で，まちづくりでも建築でも興味を持って，積極的に取り組んでほしい。

―２２２―



Landscape Design

前 期 選 択 ２単位

吉田鐵也

緑地空間の現代的課題について述べるとともに，その解決の方向と手法について事例を交えて講述する。特に，
市民参加の重要性について具体例を挙げて述べる。また，緑地計画・設計に必要な技術的基礎についても概要を述
べる。

緑地空間操作に必要な，基礎的な概念と知識を獲得すること。

緑 地 計 画 の 構 成：計画設計者の社会的位置付けを明確にし，計画作成に至るプロセスを述べるとともに，各プ
ロセスに必要な要件について論述する。

緑 地 空 間 の 課 題：現代の緑地空間の課題について，アメリカにおけるオープンスペースの歴史を参照しつつ，
その解決の方向と手法について詳述する。また，計画プロセスにおける市民参加については，
ワークショップを始めとした手法について，具体例を通して講述する。

緑地空間の操作概念：基礎的操作概念としての景観・エコロジー・環境行動等について概念を述べる。また，コン
セプトデザインに必要なゾーニングを始めとした操作概念についても講述する。

緑 地 施 設 と 材 料：緑地計画に必要な諸施設について概説するとともに，植物を主に材料の基礎知識についても
概説する。

スライド，OHPを交えて講述する。

出席については，一部参考にする。試験については，レポートに代えることもある。

特になし。

講義の始めに述べる。

―２２３―



Law and Regulation of Building, Urban Regional Development and Environmental Conservation

前 期 選 択 ２単位

鈴木三郎

単体としての建築をはじめ，都市や地域などにおける開発行為および，環境保全のための各種法制度の基本的な
考え方とその内容を概括し，建築計画，都市計画，地域開発，建築防災，公害防止などにおける行政上の諸問題に
ついて具体的な問題を参考にしながら，実務者としての考え方を含めて講述する。

建築から都市，地域の環境をコントロールするための法制度の基本的な体系と仕組みを理解することを目標とす
る。またそれを踏まえて，今後の地球環境問題にまで関わる専門家としての基本的な姿勢を自ら身につける契機に
なることが期待されている。

以下のテーマについて講述し，それぞれ事例を紹介する。
１．建築に関わる法制度の体系と考え方
２．都市計画の制度とまちづくりの仕組み
３．地域開発の誘導と環境保全制度

授業時に配布する資料にもとづく講義形式とする。また，講義に関連する内容に応じて，適宜現地における見学
会を実施する。

定期試験の成績による。

既修得科目の要望は特にない。

教科書は特に指定はせず，授業時に配布する資料により講義する。参考文献は，各講義のテーマに即してその都
度，提示する。

行政組織のなかでの実務を通じた具体的かつ現実的な事例を紹介していきたい。

―２２４―



Ⅰ Advanced Exercise of Architectural Design & PlanningⅠ

後 期 選 択 ３単位

建築（計画系）教員，長坂 大，遠藤秀平

実際に建築設計の現場で活躍している講師を迎え，最先端の問題意識を少人数のディスカッションによって理解
させる。

これまでの建築設計に関する基礎知識を基にして，より高度な現代的課題に対応する設計能力を獲得する。

様々な環境条件のもとに立地する中規模から大規模な建築物の設計や地区環境計画を行う。演習課題は年度に
よって異なるが，平成１５年度は以下の通り。
１．神戸大学工学部キャンパス・フォリー
２．六甲・神戸大学セミナーハウス
３．Ａ：コンバージョン建物の用途変更による建物と街並再生
Ｂ：面構造による葬送空間

小グループに分かれたスタジオ形式で行う。

図面表現やプレゼンテーションを対象とするのは勿論であるが，各講師の方向性に応じた評価を行う。

「設計演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」を修得していること。
積極的に出席し，ディスカッションを行うこと。

自らの方向性に合わせた図書を探究すること。

建築雑誌，国内外の著名建築物にも注意を配り，常に現代的な課題の探究を怠らないこと。

―２２５―



Ⅱ Advanced Exercise of Architectural Design & PlanningⅡ

前 期 選 択 ３単位

建築（計画系）教員，柏木浩一，佐々木葉二

大規模複合施設の設計や地区再開発計画，住宅団地計画，地区のまちづくり計画，ランドスケープ・デザインな
ど高度な設計・計画技法を要する課題について２つのスタジオに分かれて演習を行う。

単体の建築物の設計に留まらない，総合的な視野からの設計能力の獲得。

演習課題は年度によって異なるが，平成１５年度は以下の通り。
１．リプレゼンテーション（建築（計画系）教員）
２．Ａ：コンテポラリー・アート・ミュージアム（柏木）
Ｂ：ランドスケープカフェのある都市の立体公園（佐々木）

小グループに分かれたスタジオ形式で行う。

各講師の方向性によって行われる。

「設計演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」，「計画演習Ⅰ」を修得していること。
積極的に出席し，ディスカッションを行うこと。

各講師の指導による。

環境的な問題，行政的・社会的問題にも常に目配りする姿勢を身につけてほしい。

―２２６―



Structural Mechanics Architecture

後 期 必 修 ２単位

藤谷秀雄

設計された建築構造物に，外力が作用したときに発生する変形および応力を求めるための初歩的・基礎的な力学
を体系的に理解させる。外力の作用に対して，建築構造物がどのように変形するか，また抵抗するかを，構造力学
によって定量的に解析することによって，その建築構造物の性能を説明することができる。本講義では，静力学，
構造解析の基礎を習得することによって，簡単な静定構造物の変形と応力を定量的に求める手法を講述する。

作用した外力と発生する変形と応力の関係を解析する基礎的理論を理解し，具体的に比較的単純な静定構造物を
対象に，変形と応力を求める手法を習得する。

１．本講義の目的と予定
２．静力学の基礎
３．材料の力学的特性
４．構造解析と近似
５．静定ばりの解析
６．断面に作用する応力と断面力
７．軸方向力または曲げモーメントを受ける部材の応力
８．軸方向力または曲げモーメントを受ける部材の弾性変形

教科書の内容を主に板書によって説明する。特に変形状態を理解できるために，学生が自ら構造物の変形状態を
作図するなど，筆記を重視する。適宜，理解を確実なものにするために宿題を課す。

試験の成績を重視して評価を行う。ただし出席状況，宿題の提出を加味する。

高校の物理のうち力学関係を十分理解していることが望ましい。講義ではあまり演習を行う時間がないので，各
自例題を解く復習を怠らないこと。

教科書：建築構造力学 図説・演習Ⅰ（開講時における最新版）
参考書：

復習を重視してほしい。

―２２７―



Engineering Materials Architecture

後 期 選択必修 ２単位

田渕基嗣

建物を設計・施工するのに際して，使用する材料の性質を理解しておくことはきわめて重要である。本講義では，
建築で使用される代表的な構造材料である鋼・コンクリート・木材について，製造方法，機械的（力学的）性質，
材料試験方法，施工性，耐久性など，建物を設計するのに不可欠な専門基礎知識について講述する。

建築構造材料の機械的性質および使用上の注意事項を理解し，設計・施工・維持管理するために必要な基礎知識
の修得。

１．構造材料とは・本講義の目的と予定（専門基礎知識としての構造材料の種類，要求性能について考える）１回
２．鋼（構造材料としての鋼に関する専門基礎知識を修得させる） ４回
・製造方法
・化学成分・熱処理が鋼の性質に与える影響
・機械的性質
・鋼の種類
３．コンクリート（構造材料としてのコンクリートに関する専門基礎知識を修得させるとともに，技術者のあり方
を考える） ７回

・セメントの製造方法・種類
・骨材
・混和材料
・フレッシュコンクリートの性質
・硬化コンクリートの機械的性質
・コンクリートの施工
４．木材（構造材料としての木材に関する専門基礎知識を修得させる） ３回
・種類
・機械的性質

鋼・コンクリート・木材の製造方法，機械的性質および施工上の注意点などの理解を深めるために VTRを積極
的に使用する。コンクリートについては，材料の選択ミス・施工ミスにより生じたトラブルの例を紹介し，技術者
倫理・技術者のあり方について考える。

鋼・コンクリート・木材に関する授業が終了した時点で課する３つのレポートと試験により評価する。出席状況
も考慮する。

履修要件は特にない。理解を深める手助けのために使用する VTRは必ず見るようにすること。

日本建築学会編「建築材料用教材」丸善
その他，適宜資料を配布する

構造材料に関する正しい知識を習得して建物を見て欲しい。今まで漠然と見ていた建物についても，材料に関す
る知識が加わるだけで新しい発見があると思う。

―２２８―



Ⅰ Structural MechanicsⅠ and Exercises for Buildings

前 期 必 修 ２単位

田中 剛

構造力学は，構造物の設計を行う際に必要とされる力学を体系化したものである。建築構造物に荷重が作用した
ときに，部材にどのような応力や変形が起こるかを知ることは，建築の安全性を確認するために不可欠なことであ
る。本講義では，静定ラーメン，静定トラスおよび不静定梁に生じる応力および変形の弾性解析方法を講述すると
ともに，建築構造物の崩壊を予測するための初歩として，梁の塑性曲げおよび柱の座屈について述べる。また，本
演習では，「構造力学」と「建築構造力学Ⅰ」の講義内容に関する理解を深めるために，３つのクラスに分かれて，
きめ細かな演習を実施する。

・静定構造物（静定ラーメン，静定トラス）の断面力と変形の求め方を習得する。
・簡単な不静定構造物の断面力と変形の求め方を習得する。
・梁の塑性曲げに関する考え方を理解し，解析手順を習得する。
・柱の座屈に関する考え方を理解し，解析手順を習得する。

本講義では，以下の内容について講述する。
１．ガイダンス（１回）
本講義および演習の内容，目的およびスケジュールの説明。「何故，構造力学を学ぶのか」についての話。

２．静定トラス（３回）
トラスの基本構成，静定トラスの応力，静定トラスの弾性変形

３．静定ラーメン（３回）
ラーメンの基本構成，静定ラーメンの応力，静定ラーメンの弾性変形

４．簡単な不静定梁の解法（３回）
「応力法」による不静定梁の解法

５．梁の塑性曲げ（２回）
単純梁の塑性曲げ，全塑性モーメント，塑性ヒンジと塑性崩壊荷重

６．柱の座屈（３回）
変形後の力の釣合，柱の座屈

本演習では，以下の内容に関する演習を行う。
１．材料の力学的性質
２．静定梁の応力
３．断面の性質
４．静定トラス
５．静定ラーメン
６．不静定梁

本講義では，教科書の内容を主に板書によって説明する。本演習では，課題をに対する解答を独力で行う。

期末試験，講義を行うために課すレポートおよび演習の成績により評価する。

「構造力学」の内容は理解できているという前提で講義を行う。

教科書：建築構造力学 図説・演習Ⅰ（中村恒善編著，野中他共著），丸善

構造力学は，建築を創る上で必要不可欠な普編的学問です。ただし，講義で得た知識を本当の意味で自分に根付
かせるためには，構造物を観察し，実際の骨組がどのように構成されているかを実感し，あれこれ自分で考えるこ
とが大切です。そのような習慣を是非身に付けてください。

―２２９―



Ⅱ Structural MechanicsⅡ for Buildings

後 期 必 修 ２単位

大谷 恭弘

本授業では，「構造力学」と「建築構造力学Ⅰ及び演習」で学んだ静定梁や静定骨組の解法，及び比較的単純な
不静定構造の解析に関する理論や手法をさらに発展させ，２次元場における応力やひずみ，一般的な不静定骨組構
造の解析法について学習する。また，構造物の解析においては極めて重要な原理・定理である「仮想仕事の原理」，
およびエネルギー諸定理について，その理論と骨組構造の解析への適用について学習する。そして，構造物におけ
る「力の場」と「変形の場」を解析するための２種類の方法，すなわち「応力法」と「変位法」の基本的な考え方
を理解する。

・２次元平面場における応力やひずみ，およびそれらの関係について理解する。
・「仮想仕事の原理」の意味を理解し，エネルギー諸定理の構造解析への応用と適用法を習得する。
・低層少スパンの剛接骨組構造に対して極めて有用な解析手法である「たわみ角法」の理論を理解し，解析手順・
手法を習得する。
・構造力学の「からくり」を理解し，複雑な問題の単純化とその解法における手順を学ぶことにより，新たな問題
に対する自主的解決能力の向上，ならびに創造性を育むための自己能力の開発の動機付けと基礎を築く。

１．ガイダンス（１回）
基礎的専門科目としての本講義の内容と目的及び予定の説明，「構造力学におけるモデル化」，「力の世界と変
形の世界」についての話

２．２次元平面場（２回）
２次元応力場におけるモールの応力円や主応力，２次元平面場における応力とひずみ，およびそれらの関係

３．仮想仕事の原理（４回）
ひずみエネルギーの計算，「仮想変位の原理」，「仮想力の原理」の解説と応用，「単位仮想荷重法」の解説と応
用

４．エネルギー諸定理（２回）
「ポテンシャルエネルギー最小の原理」，「コンプリメンタリーエネルギー最小の原理」，「カステリアノの定理」，
「最小仕事の原理」，「相反作用の定理」等の誘導と適用

５．「応力法」による骨組構造物の解析（２回）
弾性方程式法による不静定構造物の一般的解法

６．「変位法」による骨組構造物の解析（４回）
たわみ角法の理論の説明と公式の誘導，簡単な構造への適用，剛接骨組構造の解析

講義形式で行う。講義用配布資料に沿って，教科書と板書を用いて行う。必要に応じて OHP等を併用する。

期末試験（筆記試験＋口頭試問（一部））により評価する。また，中間に実施する小テストの成績も勘案する。

「構造力学」，および「建築構造力学Ⅰ及び演習」を修得していることが極めて望ましい。

教 科 書：「建築構造力学 図説・演習Ⅱ」 （中村恒善 編著 石田 他 共著） 丸善
参考図書：「建築骨組の力学」 （伴／金谷／藤原 共著） 森北出版

「構造力学 第Ⅱ巻」 （小西一郎 他 共著） 丸善
「構造解析学Ⅱ」 （小松定夫 著） 丸善

授業に関する情報を下記の URLに記載。
http : //www.kobe-u.ac.jp/sccs/class.html

―２３０―



Steel Structure for Buildings

後 期 必 修 ２単位

田中 剛

建築鋼構造設計の入門として，建築鋼構造に用いられる鋼材の基本性質および部材と接合部の基本的な力学的挙
動とその解析法を講述する。

建築鋼構造の部材および接合部の許容応力度設計が行えるようになること。

１．鋼構造骨組の概要（３回）
１－１．鋼の製造
１－２．鋼材の性質
１－３．鋼構造骨組の軸組と接合部の概要
２．座屈と座屈補剛（６回）
２－１．単一圧縮材の曲げ座屈
２－２．圧縮材の曲げ座屈補剛
２－３．横座屈
２－４．板の座屈
３．部材・接合部の挙動と設計（６回）
３－１．部材・接合部の設計条件
３－２．部材の設計
３－３．接合部の設計

本講義は，講義を中心に進めていく。必要に応じて，座屈現象および接合部の破壊現象等を見るために，視聴覚
教材を利用する。講義を補うために，レポートを課す。

期末試験とレポートにより評価する。試験には，自筆ノートのみ持込可とする場合があるので，必ずノートを自
筆でまとめておくこと。

「材料工学」，「構造力学」，「建築構造力学Ⅰ及び演習」の内容は理解できているという前提で講義を行う。

教科書：建築鋼構造の理論と設計（井上一朗），京都大学学術出版会

設計とは，クリエイティブな作業です。構造設計もまた然り。構造設計の第一歩は，紙と鉛筆を用意して，試行
錯誤を繰り返すことから始まります。ここで，設計式は与えられたものとして使うのではなく，なるほどと納得し
ながら使うことを心がけてください。構造設計への理解が深まるとともに設計の面白さが味わえるでしょう。

―２３１―



Reinforced Concrete Structure for Buildings

後 期 必 修 ２単位

三谷 勲

建築物に多用される材料は鋼，コンクリート，木材，石材である。このうち鋼とコンクリートを組み合わせて部
材を構成する補強鉄筋コンクリート構造の基本的力学的性状を理解し，基本的な梁材および柱材設計法ができるよ
うになる。このために，曲げ抵抗機構，せん断抵抗機構を理解し抵抗機構に対応した配筋が必要であることを理解
する。また許容応力度設計法と終局設計法の違いを理解する。

１．鉄骨造と比べて鉄筋コンクリート構造の長所・短所を理解する。
２．RC構造部材の各種構造設計法を理解し応用できる

１．鉄筋コンクリート概説，地震被害例，（技術者倫理，包括的専門基礎） ２回
２．鉄筋コンクリート梁の曲げ設計（高度な専門知識，専門性を統合する能力） ２回
３．鉄筋コンクリート柱の曲げ設計（高度な専門知識，専門性を統合する能力） ３回
４．鉄筋コンクリート部材のせん断挙動とせん断補強（高度な専門知識，専門性を統合する能力） ３回
５．耐震壁・スラブ・階段・基礎（高度な専門知識，専門性を統合する能力） １．５回
６．付着・定着と配筋詳細（ 理論と実践の知識を総合する能力） １．５回
演習に重点を置いた講義（理論と実践の知識を総合する能力，自主的解決能力の養成，

コミュニケーション能力）。 ２回

講義予定表，詳細な講義目的等は第一回目の講義の時に説明する。
テキストの他，配付資料，OHP利用して講義を進める。
講義予定表，予定演習課題は研究室 HPに掲載する。

テスト：演習：出席：その他＝６：２：１：１ （なおその他は 質問頻度・内容など）

建築構造力学を理解していること。
１講時あたり１時間以上の予習あるいは復習がなされていることを前提に講義を進める。

教科書：谷川他：「鉄筋コンクリート構造－理論と設計－」森北出版
参考書：日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」

金田 他「建築の耐震・耐風入門」 彰国社

講義中の積極的な質問のほか，e−メールによる講義に関する質問を歓迎する。（imitani@kobe-u.ac.jp）
対面での質問を希望する場合は，e−メールで質問内容，希望日時（複数）を明記して申し込んでください。
関心・意欲のある学生は，過去の地震で RC構造物がどのような被害を受けたか調べてみてください。

―２３２―



Structural Dynamics

前 期 必 修 ２単位

大井謙一

建築構造物が動的外力を受けた場合，どのような変形・応力を生じるかを理解させる。建築物の形態，高さ，重
量などが建物の振動にどう影響するか理解させる。

地震国日本で建築物を設計する仕事に携わる限り，耐震構造の習得は不可欠である。動的外力を受ける建築構造
物の振動解析の仕方を習得する。

講義内容の主な項目は以下の通りである。
１．構造物の振動解析モデル（せん断型と曲げ型モデル）
２．自由振動解析（固有周期，固有モード）
３．強制振動解析（調和波と地震入力に対する応答）
４．振動系の減衰機構およびその取り扱い（粘性減衰，履歴減衰）
５．免振構造
６．地震動の性質

簡単な振動モデルを見せて理解を容易にする。阪神大震災の被害を見せて，被害を防ぐにはどうすれば良いのか
自発的に考える様にきっかけを与える。その時間内の講義内容の理解を確実にするため，時間中に小レポートを書
かせる場合もある。

定期試験結果を主とし，出席日数も考慮する。

予習した上で受講すること。

教科書は，柴田明徳著「最新耐震構造解析」（森北出版），初版１９８１年

将来デザインの仕事を専門するものにとっても，地震国日本での仕事に携わる限り，耐震構造の習得は重要であ
る。振動学はその入門に過ぎないが，これをよく勉強すれば耐震構造の意味も分かってくる。静的な外力による建
物の変形・応力がどのようなものかは既習であってある程度理解出来るはずなので，更にここでの動的な外力によ
る建物の変形・応力がどのようなものであるかは習得の意志のある限り良く理解出来る様になるはずである。

―２３３―



Disaster Prevention in Structural Engineering

前 期 選択必修 ２単位

藤谷秀雄

建築構造物の力学的特性と災害との関係を理解させる。建築物に作用する各種荷重，外力の性質を定性的・定量
的に理解し，これら外乱による被害例を検証し，外乱に対する構造工学的な防災対策について講述する。また防災
計画における構造工学の役割についても講述する。

・建築構造物に作用する外力の性質および設計で慣用される設計外力の考え方を理解する。
・自然災害と建築構造の技術発展の関係を理解する。
・防災計画における構造工学の役割について理解する。
・防災の観点から建築構造技術者に必要な要件（倫理を含む）を理解する。

１．講義の目的と予定
２．建築構造物の各種設計法
３．建築構造物の各種性能検証法
４．自然災害事例，地震被害の歴史と構造工学の進歩
５．地震荷重の性質と耐震設計
６．積雪荷重の性質と耐雪設計
７．風荷重の性質と耐風設計
８．免震構造・制振構造
９．防災計画における構造工学の役割

教科書の他，様々な学術・技術資料，スライド，OHP等を適宜使用する。

試験，授業中の発言・発表，出席，レポートを総合的に評価する。

「構造力学」「建築構造力学Ⅰ及び演習」を履修していること。

教科書：建築の耐震・耐風入門，彰国社
参考書：適宜，学会資料等を紹介する。

復習を重視してほしい。

―２３４―



Structural Design

前 期 選択必修 ２単位

田渕基嗣，谷明勲

地震国である我が国では，建物の耐震設計は極めて重要な問題である。本講義では，耐震設計の基本となる終局
強度型設計法の考え方を中心に，鉄筋コンクリート構造物および鋼構造物の設計上の諸問題について，建築コンク
リート構造学および建築鋼構造学の許容応力度設計法の内容を前提にして，より専門的な項目について個別的に講
述する。

耐震設計の基本的な考え方および終局強度型設計法の基本的考え方を理解することを目標とする。

１．耐震設計の基本概念（大地震時における耐震設計の考え方に関する専門知識を習得する） １回
２．鋼構造物の耐震設計（鋼構造を対象に，建築構造に関する専門知識を習得するとともに，技術者倫理について
も考える）
・鋼材に要求される性能 １回
・梁，柱部材の設計の考え方 ２回
・接合部の設計の考え方 ２回
・柱脚の設計の考え方 １回
・骨組の設計の考え方 １回
３．鉄筋コンクリート構造物の耐震設計（鉄筋コンクリート構造を対象に，建築構造に関する専門知識を習得する
とともに，技術者倫理についても考える）
・鉄筋コンクリート構造物に要求される構造性能 １回
・保有水平耐力の考え方と構造計画 ２回
・梁，柱部材の終局強度 ２回
・耐震壁の終局強度 ２回

教科書以外に適宜参考資料を用いるとともに，実験例，地震被害例等を紹介しながら授業を進める。

鋼構造に関する内容と鉄筋コンクリート構造に関する内容に分けて２度の試験を行う。成績は２つの試験の合計
点に出席状況を考慮して評価する。

「建築コンクリート構造学」および「建築鋼構造学」の履修者を対象とする。

鋼構造：井上一朗「建築鋼構造の理論と設計」・京都大学学術出版会
鉄筋コンクリート構造：適宜資料を配付する。参考書：国土交通省住宅局建築指導課・日本建築主事会議・�日
本建築センター編集：「２００１年版建築物の構造関係技術解説書」工学図書株式会社

実験例，地震被害例を示しながら授業を進めるので，実構造物の破壊状況を理解しながら耐震設計の考え方を理
解してほしい。オフィスアワーに関しては，担当教員に確認すること。

―２３５―



Earthquake Resistant Design for Buildings

後 期 選択必修 ２単位

福住忠裕

本講義は前期に行われた「振動学」と対になっている授業科目であり，ここでは，地震と地震動，構造物の動的
応答解析，建築物の震害，各種材料の構造特性，耐震設計法を解説し，適宜実施設計例を紹介して，これからの建
築物の耐震設計のあり方について考えることを目的とする。

構造物の地震時の挙動を理解し，各種構造物の動的解析や耐震設計の基本的な理論や技術を習得する。

講義内容の主要な項目を以下に列挙する。
１．地震と地震動
２．震害と構造物の特性
３．地震応答解析
４．中低層建築の耐震設計
５．高層建築の耐震設計
６．地盤・基礎の耐震設計
７．各種構造物の実施設計例
８．これからの構造設計

講義内容の理解を深めるために，適宜資料を配布し，OHP等を活用する。耐震設計の基本を理解し，自ら考え
て耐震設計に取り組む動機づけと自主性を養う。

出席状況，レポート，試験を考慮して評価する。

「構造工学」，「建築構造力学Ⅰ及び演習」，「振動学」を履修していること。

参考書：「最新耐震構造解析」（森北出版）

建築の耐震構造を学ぶことにより，自然界の真理に迫り，モノづくりの心と技術のあり方を考えたいと思います。
自分の問題を提起し，自分で考える習慣を身に付けて下さい。

―２３６―



Structural Planning

後 期 選択必修 ２単位

谷 明勲

建築は，人間・社会・地球環境等と密接な関係を有しており，その最適な形態を求めることは容易ではない。ま
た，設計・計画を行う際には，造形性，機能性，力学性，安全性，環境適応性，快適性，経済性，施工性等，考慮
すべき因子は多岐にわたる。建築構造物の設計・計画を行う際にはこれらの因子を総合的に考慮することが必要で
あり，客観的判断ばかりでなく主観的・経験的な要素も加味する必要がある。このような観点から，本講義では，
建築を人間・社会・環境システムという総合的観点からとらえ直し，システム論的手法を用いた最適化とそのプロ
セスを提示しようとするものである。

建築物の設計・計画を行う際に必要となる総合的な考え方を理解するとともに，様々な問題意識を持って建築構
造物の設計・計画が行える基礎的知識の習得。

本講義は，以下の２つに関する講義を行う。
１．構造計画を行うための基礎知識（７回）
・建築構造の最適化，構造デザイン，構造空間システム，自然の形態，環境適応型建築，建築構造制御
（ここでは，建築構造計画を行う際に必要となる基礎的知識の習得や，建築構造計画に必要となる知識の総合
化と自主的解決能力の基礎を築くとともに，問題意識の涵養を行う）

２．最適化を行うためのシステム論的手法（８回）
・数理計画，知的システム，最適設計，人工生命，複雑系
（ここでは，新しい ITや計算科学的手法（知的システム，複雑系など）に基づいた先端的，応用的な方法論
と，これらを用いた最適構造計画手法を通して，構造・計画・環境という専門的知識を統合化する能力の基
礎を築くとともに，人間・社会・環境システムに適応可能な総合的な設計・計画を実践するための能力の基
礎を築く。また，関連する建築構造分野に関する先端的技術についても講述する。）

OHPやコンピュータによるプレゼンテーションを用いた講義を行う。また，資料を適宜配布するとともに，必
要事項は板書する。冬休みには構造計画に関する課題を課す。

出席，冬休みの課題，期末テストで成績評価を行う。

本講義では，問題意識の涵養と自主的解決能力の基礎を築くことを目指しており，受講生からの質問や問題提起
を歓迎する。積極的な問題提起を期待する。

参考書：日本建築学会編：知的システムによる建築・都市の創造，技報堂出版
加藤直樹，大崎純，谷明勲：建築システム論，共立出版

講義に対する質問や問題提起を歓迎する。オフィスアワーは，原則講義日の午後とする。不在の場合もあるが，
研究室スタッフが教員の予定を把握しているので相談されたい。

―２３７―



T Analysis of Structural Systems

後 期 選 択 ２単位

大谷 恭弘

多層多スパンの骨組構造システムを対象とする解析には，静的や動的性能，あるいは線形弾性挙動や非線形挙動
を明らかにするなど様々の解析目的があり，また，それぞれの解析目的に対しても種々の手法が存在する。本授業
では，その様な解析手法の中でも骨組構造システムの基本的性能であり，構造設計でも重要となる弾性挙動および
最大耐力を明らかにする解析手法について学習する。弾性挙動の解析手法では，コンピュータを用いた骨組の数値
解析法として確立されてきており，非弾性挙動を初め，非線形挙動解析等に置いて実務でも広く使用されているマ
トリックス変位法の基礎理論について学習し，線形弾性解析に対するその具体的な適用のための諸手順を習得する。
また，最大耐力の解析手法では，骨組に崩壊機構が形成されることによって最大強度に至る場合の荷重を求めるた
めの単純塑性理論について学習し，その適用法や解析手順を習得する。

・マトリックス変位法を用いた骨組構造の弾性解析の基本概念と手順を習得する。
・骨組構造に対する極限解析法（単純塑性理論）の理論と解析手順を習得する。

１．ガイダンス（１回）
建築構造に対する専門知識を講述する本講義の目的と授業予定の説明。外乱を受ける骨組構造システムを解く
ことの意味とその手法について概説し，その意義と位置づけについて説明

２．マトリックス変位法（７回）
節点変位と節点荷重，トラス部材および梁部材の要素剛性マトリックスの誘導，マトリックス直接剛性法の説
明，境界条件の考慮，マトリックス方程式の解法，中間荷重の取り扱い，比較的簡単な骨組構造の弾性挙動解
析

３．骨組の単純塑性理論（極限解析法）（７回）
完全弾塑性梁要素の曲げモーメント－曲率関係，塑性ヒンジの概念，骨組の塑性崩壊と崩壊機構，「上界定理」
・「下界定理」・「解の唯一性定理」の証明と適用方法，骨組の塑性解析と崩壊荷重の計算

講義形式で行う。講義用配布資料に沿って，教科書と板書を用いて行う。必要に応じて OHP等を併用する。

中間時での課題レポートと期末試験（筆記試験）成績により評価する。

「構造力学」，「建築構造力学Ⅰ及び演習」および「建築構造力学Ⅱ」を履修していること。

教 科 書 ・「建築構造力学 図説・演習Ⅱ」 （中村恒善 編著 石田 他 共著） 丸善
参考図書 ・「建築構造力学 図説・演習Ⅰ」 （中村恒善 編著 野中 他 共著） 丸善

・「建築骨組の力学」 （伴／金谷／藤原 共著） 森北出版
・「塑性設計法」（木原博 監修） 森北出版
・「マトリックス法による構造解析」（村上／青山 共著） 培風館
・「構造解析学Ⅱ」 （小松定夫 著） 丸善

授業に関する情報を下記の URLに記載。
http : //www.kobe-u.ac.jp/sccs/class.html
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Mechanics of Plates and Shell

前 期 選 択 ２単位

福住忠裕

板や壁さらにはシェルに荷重がかかった時，どのような変形や応力が発生するのかということは，やはり基本的
にはどのような原理で基礎式が構成されているかということから考えれば明らかになる。ここでは板，壁，シェル
の解析式を誘導した後，具体的に解析する方法を紹介して，各構造物の特徴のある挙動を理解させる。

各種形状の床板があるが，どのような変形と応力を生じるのか，何故そのような形状をとったのか，形と変形・
応力の関係が分かるようになる。壁板でもシェル構造についても同様に理解が可能になってくる。

講義内容の主な項目は以下の通りである。
１．壁板の解析（２次元面内応力）
２．平板の解析（２次元面外応力）
３．シェルの解析（面内力と面外力）
４．構造物の形状と変位・応力の関係

解析式の誘導の仕方と具体的に理論解析を学習する。受講者が関心を持っている問題も取り入れて学習する。

レポート課題で成績評価をする。

毎回配布する資料を用いて効率よく習得する。

参考書：半谷裕彦著「平板の基礎理論」彰国社，１９９５年

建築物は梁や柱で組み立てられている。そこには当然ながら壁や平板も組込まれている。将来建築構造に携わる
者も建築デザインに携わる者も，構造物を構成する基本要素としての壁や床板の解析理論と外力に対する挙動を在
学中に聞いて頂きたい。

―２３９―



CompositeStructure for Buildings

前 期 選 択 ２単位

三谷 勲

建築コンクリート構造学，建築鋼構造学 構造設計学で修得した知識を基に，我が国で比較的規模の大きい構造
建築に多用される鉄骨鉄筋コンクリート構造に関する基本的な力学性状，構造性能とその設計法を理論・修得し，
応用できる能力を養う。

１．鉄骨鉄筋コンクリート構造の長所・短所を理解する。
２．鉄筋コンクリート構造と鉄骨構造から成る断面耐力計算法を理解し，応用できる。
具体的には 鉄骨鉄筋コンクリート構造の耐力計算法の１つである 累加強さ式を用いて梁，柱，耐震壁等の耐力
計算ができる。

１．鉄骨鉄筋コンクリート構造の発展史と地震被災（技術者倫理，包括的専門基礎） ２回
２．鉄骨鉄筋コンクリート構造の構法の概要 （建築構造に対する専門知識） １回
３．塑性設計法と累加強さ式 （高度な専門知識，専門性を統合する能力） ４回
４．鉄骨鉄筋コンクリート構造の各種部材の力学的性能（理論と実践の知識を総合する能力） ４回
５．コンクリート充填鋼管柱の特性と力学的性能 （高度な専門知識，建築構造新技術） ４回
なお，２回ほど 演習に重点を置いた講義を含んでいる（理論と実践の知識を総合する能力，自主的解決能力の養
成，コミュニケーション能力）。

講義予定表，詳細な講義目的等は第一回目の講義の時に説明する。
テキスト，配付資料，OHPを使用して講義を進める。
講義予定表，予定演習課題は研究室 HPに掲載する。

テスト：演習：出席：その他＝６：２：１：１ （なおその他は 質問頻度・内容など）

建築コンクリート構造学，建築鋼構造学 建築構造力学を理解していること。
１講時あたり１時間以上の予習あるいは復習がなされていることを前提に講義を進める。

参考書：日本建築学会「鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」

講義中の積極的な質問のほか，e−メールによる講義に関する質問を歓迎する。（imitani@kobe-u.ac.jp）

―２４０―



Building Foundation Engineering

前 期 選 択 ２単位

吉澤幹夫

あらゆる建築物は基礎を介して地盤で支持されており，基礎は建築物の荷重を地盤に安全に伝達する役目を担っ
ている。建築物を支える基礎構造の設計にあたっては，上部構造の特性，基礎の形式と施工方法，敷地地盤の特性，
ならびに地盤と基礎との相互作用を理解することが必要である。本講義の目的は，建築物における基礎構造の設計
・施工において必要とされる地盤と基礎の基本的な知識を修得することとする。

建築物における基礎構造の設計・施工を目的として，地盤が持っている基本的な特性を理解し，敷地地盤と上部
構造に適した建築基礎構造について理解する。

１．建築物における基礎構造の概説
２．地盤と地質
３．地盤調査
４．地盤の力学的特徴
５．基礎構造の計画と設計
６．直接基礎の考え方
７．杭基礎の考え方
８．基礎構造の施工
９．基礎構造と環境，基礎構造の将来

講義は，OHPまたはパワーポイントによるプレゼンテーションと板書を併用して進める。機会が得られれば建
築基礎工事の現場見学会を実施する。

出席状況とレポートあるいは小テストの結果を踏まえて成績を評価する。

「構造力学」「建築構造力学Ⅰ及び演習」「建築構造力学Ⅱ」「建築コンクリート構造学」を履修していることが
望ましい。

テキスト：適宜資料を配布する。
参 考 書：・日本建築学会：建築基礎構造設計指針，２００１

・桑原文夫：地盤工学，森北出版，２００２
・山肩邦男・永井興史郎・富永晃司・伊藤淳志：新版・建築基礎工学，朝倉書店，２００３
・大崎順彦：建築基礎構造，技報堂出版，１９９１

建築基礎構造に関して，設計・施工の実務に生かせる基本的な知識をわかりやすく講義するよう努める。

―２４１―



Construction Engineering and Planning

前 期 選 択 ２単位

阪井 聡

建築の生産活動においての，施工工法計画・施工管理・設計施工技術などの基本的な知識を習得することを目的
とする。できるだけ実体験あるいは疑似体験を通じて自分の五感（視聴嗅味触）を磨き，情報社会においての“も
のつくり”の重要性を再認識させる。

将来建築に携わることになる学生にとって，建築生産に関わる基礎的な知識を習得し，また机上の情報や知識だ
けでなく，自分の眼で実際に見たものを見て，様々なプロセスにおいて試行錯誤しながら建築生産がなされている
実態を把握する。

１．社会における建築業界の仕組・実態・慣例用語など（建築生産に関する専門基礎） ２回
２．建築生産における施工に関する基本的解説
施工計画・仮設・解体・地下・地上・設備ほか（建築生産に関する専門基礎） ６回

３．設計（意匠・構造・設備）と施工との関連（総合性の教育，高度な専門性） ２回
４．生産現場における品質管理・コスト管理・工程管理・安全管理（建築生産に関する専門教育） ３回
５．最近の話題（自動化技術・省力化・新素材・環境対策・リニューアル・代替エネルギー他）

（技術者倫理，環境問題，新技術に対する知識を習得し 総合的に考えることを学ぶ） ２回

アンケートによる参加型による授業とする。
１．理解しにくい，知りたい部分をアンケートに記入し，それらの内容を踏まえて解説する。
２．感性を高めるためにできるだけ実際の現場見学や工事記録ビデオを見てもらい，具体的な説明をする。

１．現場見学と最終講義後の２回のレポートによる採点
２．出席による採点（自分の耳で人の話を聞き，興味を持ち，考え，理解する）

１．授業の開始時に毎回アンケートを実施するので，遅れないこと。
２．現場見学等できるだけ実社会の生産活動を見ていただきたいので，欠席しないようにすること。

参考図書：建築施工教科書 建築施工教科書 彰国社

情報技術の発達に伴って建築環境もめまぐるしく変化している昨今，建築とは何なのかが問われている。おびた
だしい情報の渦に埋もれて，現実の最前線で行われている“ものつくり”への興味が薄れていくことが最も懸念さ
れる。建築の原点である“もの”に関心を持ち，ひとつの建築物を作り上げていくためには，どのようなプロセス
を経て，またどのような人間の関わりが必要なのか，その人たちはどんな考えを持っているのか，興味を持ってほ
しい。

―２４２―



Laboratory Practice on Testing of Materials and Structural Members

後 期 選択必修 １単位

建築（構造系）教員

建築構造物に用いられる構造材料および構造部材の力学的性状や破壊現象を実習・実験を通して理解させるとと
もに，各種実験の実施方法および実験結果の整理方法を習得させることを目的とする。

建築構造物に用いられる構造材料および構造部材の力学的性状については，既に各講義で学習している。ここで
は，実習・実験を通して実現象を観察することにより理解を深めるとともに，各実習・実験に対するレポートを作
成し，実験に対する考察を行えるようになること。

１．材料・構造実験方法，機器等の概要（２回）
２．コンクリートの打設（２回）
３．コンクリートシリンダーの４週強度試験（１回）
４．鉄筋コンクリート梁の曲げ実験（１回）
５．鉄筋コンクリート梁のせん断実験（１回）
６．鋼材の引張試験，短柱圧縮実験（２回）
７．座屈実験（１回）
８．鉄骨梁の曲げ実験（１回）
９．木材の圧縮実験，曲げ実験（２回）
１０．振動実験（２回）

最初に教室で各実習・実験の概要説明を行う。その後，実験室で実習・実験を実施する。実習・実験は，担当教
員と TA（大学院のアシスタント）の指導の下で，学生諸君が主体的に行う。必要に応じて，班分けをして実施す
る。

各実習・実験の出席とレポートにより成績評価を行う。

「材料工学」，「建築コンクリート構造学」，「建築鋼構造学」，「振動学」を履修していることが望ましい。
作業ができる服装，足の指が覆われる靴（運動靴など）で受講すること。

日本建築学会『建築材料実験用教材』
日本材料学会『建設材料実験』

実習・実験を通して，材料および部材の力学的性状や破壊現象を実感してほしい。また，不明な点は，担当教員
および TAに積極的に質問すること。オフィスアワーについては担当教員によって異なり，また研究室に不在のこ
ともあるので，各担当教員に確認すること。学生傷害保険に未加入の学生は，加入しておくことが望ましい。

―２４３―



Ⅰ Exercises of Structural DesignⅠ

後 期 選 択 ２単位

建築（構造系）教員

これまでに履修した建築構造系の講義および演習を対象として，材料・構造実験で得られた実験結果の分析や解
析を行う演習と，鉄骨構造または鉄筋コンクリート構造の比較的単純な建物を対象とした一貫した構造設計の演習
課題を課し，総合的な応用力を養うことを目的とする。

与えられた課題を，教科書およびノート，さらに担当教員からのヒントを参考にして，独力で問題解決ができる
ようになることを目標とする。

材料・構造実験結果の分析・解析と一貫した構造設計演習課題について，以下の演習を実施する。（１回：１時限）
１．本演習の目的と予定，演習内容全体の概要説明（１回）
２．材料・構造実験結果の分析・解析
・コンクリートの調合設計（２回）
・鉄筋コンクリート梁の挙動の解析（４回）
・鉄骨梁の挙動の解析（７回）
・振動実験結果の解析（５回）
３．一貫した構造設計演習課題（鉄筋コンクリート構造の場合）
・設計課題の概要と演習目的（１回）
・荷重等の算定，準備計算および設計用地震力の算定（４回）
・鉛直荷重時および水平荷重時の骨組応力の算定（８回）
・梁，柱，耐震壁，床スラブおよび基礎スラブなどの許容応力度設計（１０回）
・配筋図（２回）
４．構造設計に関する講演会（１回）

演習課題毎に，担当教員が授業時間内に課題説明を行う。また，質問時間を十分にとるように配慮する。
実験結果の分析や解析，および構造計算にはコンピュータを積極的に活用する。

各演習への出席と，演習課題の理解度および達成度により成績を評価する。

建築構造系の講義履修していることが望ましい。また，材料・構造実験を必ず履修すること。

日本建築学会『建築材料実験用教材』
日本材料学会『建設材料実験』
鉄筋コンクリート造建物を扱う場合は，日本建築学会『鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説』

建築物の構造設計を行う者は勿論のこと，意匠設計，計画あるいは施工に携わる者も，各種解析手法や構造設計
法を理解しておくことは，建物の力の流れを知る上で非常に大切である。オフィスアワーについては担当教員によっ
て異なり，また研究室に不在のこともあるので，各担当教員に確認すること。

―２４４―



Ⅱ Exercises of Structural DesignⅡ

前 期 選 択 ２単位

建築（構造系）教員

これまでに履修した建築構造系の講義および演習と「構造設計Ⅰ」によって修得した構造設計に関する基礎技術
をさらに発展させるとともに，新しい建築技術をとり入れた構造設計を行うことを目的とする。

これまでの構造設計に関する知識を基に，実施設計に近い建築の構造設計に対応する総合的な能力を獲得するこ
とを目標とする。

「構造設計Ⅰ」で実施した許容応力度設計を基に，以下の演習を実施する。（１回：１時限）
１．演習の目的と内容の説明（１回）
２．２次設計（層間変形角の確認，保有水平耐力の算定）（１０回）
３．構造図の作成（６回）
４．地震応答解析（８回）
５．新しい建築技術の紹介（２０回）

演習課題毎に，担当教員が授業時間内に課題説明を行う。また，質問時間を十分にとるように配慮する。
構造計算や地震応答解析にはコンピュータを積極的に活用する。

各演習への出席と，演習課題の理解度および達成度により成績を評価する。

建築構造系の講義および材料・構造実験を履修していることが望ましい。

鉄筋コンクリート造建物を扱う場合は，日本建築学会『鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説』

優れた構造設計を行うには，構造原理に関する確かな知識に裏付けられた創造力や想像力が要求される。実際の
構造物をよく観察し，長所・短所を自分で判断できるように，構造的なセンスを養ってほしい。オフィスアワーに
ついては担当教員によって異なり，また研究室に不在のこともあるので，各担当教員に確認すること。

―２４５―



Architectural Environmental Engineering A

後 期 必 修 ２単位

森本政之

さまざまな建築環境要素の中でも，健康で快適でかつ作業能率を高めるような建築空間を作り出すためには，人
間を評価の中心に据えた物理環境の制御が必要である。本講義では，主に，建築空間の用途にあった音環境と光環
境を実現するための条件や評価方法並びに制御方法の修得を目的とし，人間による環境評価システムすなわち人間
と物理環境の関係や，音と光について物理と心理の両面から基礎的な事項について講述する。

建築における音，光環境制御のための基礎知識の修得。

１．環境評価システム（技術者の役割も含めて，建築環境工学とは何か？について考える） １回
２．音波と聴覚の基礎（人間自身を理解するために感覚器官である聴覚も含めて音の基礎的事項について知識を得
る。） ４回

３．騒音制御（社会集団としての騒音問題の重要性を理解し，騒音の測定，評価，防止の方法に関する専門知識を
修得し，かつ自主的解決能力を養う。） ３回

４．吸音（音場制御に不可欠な吸音のメカニズムと特徴について専門知識を修得し，それらを使った自主的解決能
力を築く。） １回

５．日照と居住環境（社会集団として居住環境における日照の持つ意味について考える。） １回
６．光に関する基礎知識（測光量を初めとする光環境の理解に不可欠な専門知識を修得する。） ２回
７．採光計画（昼光率を中心とした採光計画について専門知識を修得する。） ２回
８．人工照明（人工照明計画について専門知識を修得する。） １回

音環境については，下記の教科書を使い，音を実際に聞かせるなどのデモンストレーションをまじえながら講義
する。一方，光環境については別に配布するプリントを用いて講義する。また，授業中に小テストを随時実施する。

音環境に関する中間試験と光環境に関する期末試験の結果を合わせて評価する。

対数計算ができる関数電卓が必要。

前川純一，森本政之，阪上公博「建築・環境音響学」（共立出版）

本講義だけで満足せず，音と光に関するより高度な専門的知識の修得をめざし，「音環境計画」および「建築環
境設計」を受講することを希望する。

―２４６―



Architectural Environmental Engineering B

前 期 必 修 ２単位

森山正和

本講義は建築をひろく環境一般からとらえ直し，近年の地球環境問題をベースとして広域環境論と建築設備シス
テムの基礎的な知識の習得とそれに関連するテーマの思考訓練を目的とする。

建築分野に関連する環境問題に対する広い視野を身につけるとともに，建築設備システムの基本概念を把握する
こと。

Ⅰ．都市・建築と気候環境
１．気候と建築１（世界の伝統的建築と熱環境において人間自身及び多様な価値の視点を重視）
２．気候と建築２（日本の伝統的建築と熱環境において総合的視野を重視，用語と単位，空気線図）
３．都市の熱環境とその対策
Ⅱ．建築設備システムの計画
４．給排水設備の計画＋震災と建築設備
５．空気調和の設計条件（温熱快適性，空気線図の利用，空気質）
６．空気調和の方式（熱源設備，空気調和システム，方式の分類）
７．設備計画（設備図面，機械室面積，省エネルギー手法）
８．自然エネルギーと建築（太陽熱，太陽光発電，風力発電，バイオガスなど，地球的視点を重視）
９．エコロジー建築（ドイツ・日本の事例）（地球的，総合的，実践的視点を重視）
１０．地域冷暖房計画（概要，コージェネレーションシステム，未利用エネルギー）

原則として毎時間，１０分程度で行う小演習を課する。
また，別に課題を提示してレポートの提出を求める。

定期試験，レポート及び小演習により総合的に評価する。

「環境工学 A」を履修していること。

参考書は授業中に授業内容に応じて適宜指示する。

遠慮なく質問すること。

―２４７―



Architectural Environmental Engineering C

後 期 必 修 ２単位

松下 敬幸

安全，健康，快適な居住環境を構成するためには，熱，空気などの物理的な環境要素を適切に維持する必要があ
る。一方，これを実現し維持し続けるためには，資源，エネルギーが必要であり，地球環境と人間との関わりを考
慮することが不可欠である。本講義では，熱，空気環境を主に対象として，建築システムを健康，快適に維持する
ための条件，評価，計画の方法を明らかにしながら，同時に建築システムの物理的挙動とその解析法，自然環境と
の関係，エネルギーの有効利用法などの基礎理論を講述する。

建築における熱，空気，湿気問題の工学的取扱いの基礎の修得。

１．本講義の目的と予定（地球的視点，技術者のあり方を含めて，建築環境工学のあり方を考える） １回
２．定常時の熱移動（熱の工学的取扱いの基礎を通して，自主的解決能力の基礎を築く） ４回
３．湿気－結露問題－（結露問題の物理的位置付けと工学的解決法を通して，自主的解決能力の基礎を築く）２回
４．空気
４－１．空気衛生（空気環境の形成目的，評価法を通して，自主的解決能力の基礎を築くとともに，人間の存在

について考える） １回
４－２．換気力学（空気の流れ，換気の意味と工学的取扱いの基礎を学び，自主的解決能力の基礎を築く）５回
５．熱環境と体感（工学的取扱いによる人間の環境評価法を通して人間の生理的，心理的一側面を理解するととも
に，本講義の基礎的専門知識を統合した人間環境の形成を考える。また，環境倫理との関係における技術者の
あり方を考える） ２回

配布するプリントに従って講義を進める。適宜，理解度を確認するための演習を行う。必要に応じて宿題を課す。

出席状況，演習の提出，試験の成績によって評価を行う。なお，試験は期末を原則とするが，状況に応じて講義
途中で実施することもある。

「本講義の目的と予定」において建築環境工学のあり方を考える上で，光環境，都市環境の内容も総合する必要
があるので，「建築環境工学 A，B」を履修しておくことが望ましい。

プリントを配布する。
（参考書）・鉾井修一他；エース建築環境工学Ⅱ－熱・湿気・換気－，朝倉書店

・日本建築学会編；建築設計資料集成１（環境），丸善

理解度の確認の演習をがんばりましょう。質問は授業中および教員室で随時受け付けますので，気軽に問いかけ
て下さい。

―２４８―



Acoustical Design in Architectural Environment

前 期 選択必修 ２単位

阪上公博

既習の「建築環境工学 A」に引き続き，建築の音環境計画についてより詳しく述べる。さらに，各種建築物にお
ける計画上の諸問題について，より専門的かつ具体的に講述する。

建築の音環境計画，特に室内の音響計画，騒音防止計画など，快適な建築環境を実現する上で必要な専門的知識
を，単に覚えるだけでなく十分に理解させる。なお，３年後期に開講される「建築環境工学演習」ではこの講義の
範囲についても取り扱うので，より深い理解のために履修することが望ましい。

１．音環境の評価（１回）
建築における環境評価の基礎となる心理評価システムを解説し，音環境計画の基本的考え方を述べる。

２．室内の音響現象とその評価（４回）
室内音場で生じる種々の音響現象を解説し，人間の聴覚心理の特性を理解した上で，心理評価と物理量の関連，
評価指標について述べる。

３．室内音場の解析（３回）
室内音場を理論的に解析する手法として，エネルギ的な手法と，波動音響学的手法を解説し，室内の音環境設
計における課題解決の基礎を修得する。また，実際の音響設計への応用についても触れておく。

４．音響材料（吸音材料・遮音材料）（２回）
音環境を調整する上で重要な働きをする各種音響材料の性質，応用上の問題について解説する。

５．空気音の遮断（１回）
単層壁，二重壁の遮音性能と，吸音処理の影響など，建物内における遮音の問題を解説する。

６．管路系の騒音対策（１回）
空調ダクトなど管路系による騒音伝搬の概要を述べ，その対策法について講述する。

７．防振と固体音対策（２回）
設備機械や交通振動に起因する固体音問題を概説し，その対策法，特に防振処理について述べる。

８．建築における音環境設計の実際（１回）
上記基礎の応用として，実際の建物における音環境計画のポイントを，建物用途ごとに整理して概説する。また，
音環境設計における問題への取り組み方や，技術者としてのあり方についても触れる。

適宜デモンストレーションを交えながら講義する。また，授業中に演習問題を課する。

期末試験および授業中に実施する演習・小テストの成績をもって判定する。

対数計算のできる関数電卓を必ず用意すること。

教科書：前川純一「建築・環境音響学」（共立出版）
その他，必要に応じてプリントを配布する。

単なる暗記ではなく，背景となる考え方を理解するよう努力して下さい。授業で理解できなかったことは，その
ままにせずに必ず質問して解決しましょう。質問は，授業中のほか，随時教員室で受け付けます。積極的に受講し
てください。

―２４９―



Urban Environmental Planning

後 期 選択必修 ２単位

森山正和

広域的・都市的スケールにおける環境計画及び環境工学上の諸問題をテーマとし，その分析・評価・計画手法に
ついて，できるだけ具体的事例をとおして講術する。全体として，環境の基礎構造と自然環境計画論の２つのサブ
テーマから構成し，建築とのかかわりにおいて今後の方向性を適切に判断しうる人の養成を目的とする。

自然生態系の基本概念を理解し，種々の矛盾を抱える現代都市を自然環境計画の視点から分析し，改善策を提示
できること。

Ⅰ 環境の基礎構造
１．環境形成の歴史（古代・中世，近世・近代，現代について，地球的視野，環境倫理的観点から講述）
２．地表付近の気候形成・風と気温（地表付近の風，地表付近の温度，大気の安定度）
３．地表付近の気候形成・熱収支（地表面熱収支の成分，湿潤・乾燥気候おける熱収支比較，地球の熱収支）
４．リモートセンシングによる環境計測（リモートセンシングの原理，緑と熱のリモートセンシング）
５．都市熱環境の形成機構（都市気候の概要，都市の熱収支）
Ⅱ 自然環境計画論
６．みどりによる熱環境の対策（夏季熱環境対策，緑化計画について環境改善の意識形成，総合的視点を重視）
７．空気環境の計画（風害の制御，大気の汚染）
８．都市環境のクリマアトラス・ドイツ編（背景，気候解析図，計画指針図）
９．都市環境クリマアトラス・近畿編（近畿地域の都市気候，都市環境気候図の作成）
１０．エコシティの計画（エコシティの概念，プロジェクトについて，地球的・総合的視野を重視）

原則として毎時間，１０分程度で行う小演習を課する。
また，別に，課題を提示してレポートの提出を求める。

定期試験，レポート及び小演習により総合的に評価する。

「建築環境工学 A，B」の知識を必要とする。

参考書は下記のほか，適宜指示する。
新建築学体系８ 自然環境（彰国社）
新建築学体系１０ 都市環境（彰国社）
都市環境のクリマアトラス（ぎょうせい）

遠慮なく質問すること。

―２５０―



Thermal Design in Architectural Environment

前 期 選択必修 ２単位

高田 暁

室内の熱，空気環境は，外界気象や人間活動の影響を受け，複雑な挙動を示す。一方，快適かつ健康な室内環境
を実現するために，資源，エネルギーが必要となる。建築システムの熱，空気性状の変化の特徴およびその解析方
法を理解することが，資源，エネルギーを有効に利用する上で重要である。快適性，健康性を維持しながら，環境
への負荷が少ない建築設計のあり方および熱環境制御法を講述する。

建築における熱・空気移動問題の工学的取り扱いに関する高度な専門知識の修得。

１．本講義の目的と予定（熱，空気の基礎の復習と共に，地球的視点からの建築熱環境設計のあり方を考える）
１回

２．放射熱伝達（建築物における熱放射の取扱いを詳述し，放射問題の応用例を紹介すると共に，自主的解決の専
門的能力を築く） ５回

３．非定常熱伝導（時間的に変化する熱環境の取扱いを詳述し，熱環境設計への応用を紹介すると共に，自主的解
決の専門的能力を築く） ５回

４．流体力学（時間的に変化する室内空気環境の取扱いを場のモデルの立場から概説し，室内の熱および空気環境
予測の現状を紹介すると共に，自主的解決能力の基礎を築く） ４回

配布するプリントに従って講義を進める。適宜，理解度を確認するための演習を行う。必要に応じて宿題を課す。

出席状況，演習の提出，試験の成績によって評価を行う。なお，試験は期末を原則とするが，状況に応じて講義
途中で実施することもある。

本講義は建築環境工学 Cの内容を基礎として高度な専門的取扱い，解析法の習得を目指しているので，「建築環
境工学 C」を履修しておくことが望ましい。

プリントを配布する。
（参考書）・鉾井修一他；エース建築環境工学Ⅱ－熱・湿気・換気－，朝倉書店

・日本建築学会編；新建築学大系１０（環境物理），彰国社

理解度の確認の演習をがんばりましょう。質問は授業中，随時教員室で受け付けますので，気軽に問いかけて下
さい。

―２５１―



System of Building Services

前 期 選択必修 ２単位

赤山 明

現代の建築物の機能において，建築設備の果たす役割は非常に大きい。建築設備における室内環境計画のあり方
を考えることは建築環境工学の基礎理論を実現化する上でも重要である。講義では，設備計画の実際における具体
例を示すことにより，実務知識の会得と建築設備の重要性を認識させる。

建築設備計画の基礎の修得。

本講義の概要を述べた後，一般建物に設置される各種設備についてその概要と計画上の留意点について講義を行
う。
� 建築設備全般に関する概要説明
� 空調熱負荷の説明（熱負荷とその削減方法を，取扱いの基礎を講述し，さらに実例を交えて説明する）
� 空調熱源の原理の説明（ヒートポンプ，ガス冷房，ボイラーの原理を講述すると共に，実務上の工夫を紹介す
る）

� 空調熱源方式・空調方式の説明（建物用途別の最適空調システムの考え方を講述し，実務の現状を紹介する）
� 湿り空気線図の説明（空気の加熱，冷却，加湿，除湿の状態変化の取扱いの基礎と共に，使用法を学ぶ）
� 機械換気，機械排煙，自動制御の説明（法規を講述するとともに，設計事例を交えて換気・排煙設備設計のあ
り方を考える）

� 設備で使用する共通材料の説明（配管，弁，ダクト，ダンパー，保温材等について説明し，設計時の注意点を
講述する）

� 衛生器具，給水設備の説明（衛生陶器，給水方式を説明し，設計時の注意点を講述する）
� 給湯設備，排水設備の説明（設計事例を交えて設備設計のあり方を考え，設計時の注意点を講述する）
	 消火設備，ガス設備，水処理設備の説明（法規を講述し，設計事例を交えて設備設計のあり方を考える）

 電気設備の説明（受変電，配電，照明，通信，防災等を説明し，設計時の注意点を講述する）
� 設備設計図面の説明，建築計画における設備スペースの説明（建築設備設計における実務図面の紹介を通して
建築計画での設備スペースの考え方を説明し，設計時の注意点を講述する）

配布するプリントに従って講義を進める。

出席と学期末の試験成績によって評価を行う。

「建築環境工学 A，B，C」を履修しておくことが望ましい。

プリントを配布する。
（参考書）・空気調和設備計画・設計の実務と知識，オーム社

内容としては，建築と建築設備とをいかに融合させるかという点を主眼に説明します。実務知識も含めて講義を
行います。

―２５２―



Environmental Designing in Architecture

後 期 選 択 ２単位

後藤（北村），建築（環境系）教員

３年前期までの建築環境系科目で修得した内容を補いながら，さらに高度に発展させるとともに統合し，実際の
建築設計における光・音・熱・都市環境の問題に対処する能力を養う。また，実例や実務的内容にも触れながら，
設計実務の側面についても講述する。

建築環境工学を学ぶ目的は，建築空間の諸環境要素を適切に制御し，快適・安全かつ健康的・衛生的な空間を創
出することにある。３年前期までに修得した基礎理論や知識をもとに，実際の建築環境設計への橋渡しとなるよう
に理論と実際を結びつけ，建築環境技術者として必要な基本的センスを養うことを目標とする。

講義内容は，既習の建築環境系科目よりさらに進んだ関連事項を講述し，その時の新しい技術や話題となってい
る問題，また優れた建築作品における建築環境設計の実際的側面の紹介など，自由な内容も盛り込みながら，以下
の４分野各々について分担して講義を行う。具体的内容については，講義のはじめに詳しく説明する。

適宜，実物や模型によるデモンストレーションやスライド，OHP，現場見学などを交えながら講義する。また，
授業中に演習問題を実施することもある。

期末試験および授業中に実施する演習・小テストの成績をもって判定する。

関数電卓，定規を必ず用意すること。その他必要なものは随時指示する。

３年前期までの環境系科目で使用した教科書。その他の参考書は，随時指示する。

教室での基礎的な勉強から，実際的な建築における環境設計への橋渡しとなる科目です。広く関心を持って，自
分の頭でしっかり考え，着実に自分の力を高めて欲しいと思います。

テ ー マ 回数 概 要

１．光と色の環境設計 ７回
光環境・視環境のより進んだ内容と，照明設計・色彩設計の基礎を講
述する。

２．環境共生都市・建築の設計 ３回 都市環境の進んだ内容，環境共生都市・建築の設計について講述する

３．音環境の設計

５回

音楽ホールの音響設計を中心に，建築における音響設計の実際的問題
を取り上げて講述する。

４．熱・空気環境の設計
流体力学に基づく室内気流性状，換気力学に基づく多数室換気問題，
建築火災時の煙と空気の移動問題など，熱環境・空気環境のより発展
的な内容及び実用問題について講述する。

―２５３―



Exercises of Architectural Environmental Engineering

後 期 選択必修 １単位

建築（環境系）教員

これまでに修得した建築環境工学の講義内容に関して，実際に問題を解く作業や，測定機器を使用した実習によっ
て，建築環境工学全般（光・音・熱・空気・都市環境）についてより深く理解することを目的とする。

建築環境工学の各分野の問題を解くこと，および実習によって，建築空間の光・音・熱・空気および都市環境の
問題の背後にある考え方に対する理解を深め，問題の解析法を理解し，実地に応用する力を修得する。

１．ガイダンス及び小テスト
演習の実施要領についてガイダンスを行う。また，小テストにより講義で学んだ基礎知識の確認を行う。

２．日影図，日影時間図の作成と室内照度分布の計算
日影図及び日影時間図の作成方法を修得する。室内照度分布の計算方法を修得し，窓の位置による違いを理解
する。

３．騒音計の使用法と各種測定法の実習
騒音計による各種騒音の測定法を修得する。また，室内音響現象を騒音計による実測を通して体験的に理解す
る。

４．騒音伝搬の予測と遮音計算
屋外における騒音伝搬の予測方法と，壁体の遮音性能を考慮した室内騒音レベルの予測方法を修得する。

５．室内音場理論の基礎と応用
室内音場を評価する上で基礎となる残響理論を理解し，用途に応じた室の残響設計の方法を修得する。

６．壁，窓の熱損失評価
壁体熱損失評価指標の熱貫流率の求め方を修得し，種々の壁，窓の熱損失について評価する。

７．室の熱負荷計算
壁体の熱貫流率を用いた室の熱収支式の作り方を修得し，壁，窓の構成の違いによる熱負荷を評価する。

８．結露発生の予測と結露防止計算
表面・内部結露発生の有無の判定法を修得し，壁，窓の構成の違いによる結露防止効果を評価する。

９．日射及び輻射による熱移動
日射の等価外気温と輻射熱移動計算に用いる立体角投射率の求め方を修得し，室への熱的影響を評価する。

１０．地表面熱収支の計算
地表面熱収支の計算手法を修得し，屋上緑化，高反射性屋根などの建築被覆材料が都市熱環境に及ぼす影響を
評価する。

１１．都市風環境の評価
都市風環境の評価手法を修得し，密集地域，中高層地域などの様々な街区形態の都市における風環境を評価す
る。

１２．街路空間の放射環境の計算
街路空間の放射環境の計算手法を修得し，様々な街路幅，建物高さを持つ街路空間の放射環境を評価する。

１３．屋外空間の温熱環境評価
屋外空間の温熱環境評価手法を修得し，様々な気象条件，着衣条件，活動条件における温熱環境を評価する。

１４．総合演習
環境工学系研究室の実験装置等を見学・体験し，これまで演習で行った各種評価との結びつきを考える。

第１回は課題説明および小テストを行う。以降，翌週の課題のための予習プリントを配布するので，予習の上で
授業に臨むこと。
授業中には演習課題の解答を行い，授業時間の終わりには提出する。

単位修得の条件は，全回出席および全課題提出である。

対数計算のできる関数電卓，定規を必ず用意すること。その他，必要なものは適宜指示する。
建築環境工学 A，建築環境工学 B，建築環境工学 C，音環境計画，熱環境計画，都市環境計画を履修しておくこ
とが望ましい。

課題の予習プリントを適宜配布する。
参考書：伊藤克三他「建築環境工学」（オーム社），前川・森本・阪上「建築・環境音響学（第２版）」（共立出版），

木村建一他「新建築学体系８ 自然環境」（彰国社）

演習では，問題を解決するプロセスを理解することが，最も重要である。分からないところはそのままにせず，
必ず授業中に質問して解決しておくこと。

―２５４―



Exercise on Environmental Designing in Architecture

後 期 選 択 １単位

後藤（北村），建築（環境系）教員

「建築環境設計」で学ぶ内容を，演習問題を自分の手で解くことによってより理解を深め，応用できる能力を養
なう。

建築環境工学の知識は，知っているだけでは意味はなく，現実に建築や都市に関連して起きるさまざまな環境の
問題を解決するためのものである。この演習によって，そのための能力を身につけることが本演習の目標である。

「建築環境設計」の講義内容にあわせて具体的内容を決め，講義の最初に詳しく説明する。
この演習で取り上げるテーマは，だいたい以下の通りである。

毎回，「建築環境設計」の講義進度にあわせて，関連した演習問題を課する。課題に応じて，プレゼンテーショ
ンやワークショップ，見学会，フィールドワークなどを行う。

出席を重視する。全課題提出が，単位取得の前提条件である。

関数電卓，定規を必ず用意すること。その他必要なものは随時指示する。

３年前期までの環境系科目で使用した教科書は，すべて参考書として随時参照する。

講義を聴くという受け身的な学び方から，自分の頭を使って答えを出すという，能動的な学び方への転換が重要
なポイントです。

テ ー マ 回数 備 考
１．光と色の環境設計 ７回 色彩計画，照明計画についてのフィールドワークを含む
２．環境共生都市・建築の設計 ３回 都市気候図の作成，環境共生建築の視察などを含む
３．音環境の設計

５回
建築音響設計の実際的問題

４．熱・空気環境の設計 熱環境・空気環境のより発展的な内容

―２５５―



Exercise on Building Service System Engineering

後 期 選 択 １単位

山田祐三

演習問題を自分の手で解くことによってより理解を深め，建築設備工学の実務的な取り扱いを修得するとともに，
「建築設備工学」で学ぶ内容を応用できる能力を涵養する。

建築設備工学の講義で修得した知識は，現実に建築の中で起きるさまざまな設備的な要求を解決するために活用
すべきものである。実践的な問題に対する知識の活用を通じて，建築物における設備の意味と設備的な解決の考え
方を身につけることが本演習の目標である。

演習の最初にその具体的な内容を詳しく説明する。この演習で取り上げる予定の範囲は，だいたい以下の通りで
ある。
１．空調設備図面のコピー
２．設備設計課題（冷暖房負荷計算，空調システム・熱源システムの選定，配管・ダクトの設計）

上記のテーマに合わせた演習問題を課する。

出席および演習の提出によって評価を行う。全課題提出が，単位修得の前提条件である。

「建築環境工学 A.B.C」および「建築設備工学」を履修していること。

３年前期までの環境系科目で使用した教科書は，すべて参考書として随時参照する。その他の参考書は適宜指示
する。

実践的な設備のセンスが養われるので，建築をより深く理解することができる。

―２５６―



Ⅴ Special LectureⅤ Life-cycle Management

前 期 選 択 １単位

谷 明勲・大谷恭弘

建物の一生は，設計や構造計画段階から始まり，建設施工段階を経て供用段階に入り，そして，維持管理のもと
何度かの改修を経て，最終的に解体・撤去され，その生涯を終える。この様な建物の生涯期間，すなわちライフサ
イクルを通して，建物に関わる問題を考える手法が近年発達し，実務においても活用されつつある。
例えば，建物に掛かる費用において，単に初期建設コストのみについての縮減を考えるのではなく，使用段階に
おける運用コストや維持管理コスト，さらには最終的に掛かる解体・撤去・処理コストまでをも含めて考えるライ
フサイクル・コスト（LCC）について最適化を図り，トータルとしてのコスト縮減を目指すことが考えられたり，
あるいは，地球環境負荷に対して，建物の生涯期間に渡って排出される二酸化炭素の低減を目指してライフサイク
ル二酸化炭素（LCCO2）などを評価するライフサイクル・アセスメント（LCA）を議論することが求められるよう
になってきている。このように長期的視点，時間的視点から建物に関わるコストや環境負荷等を捉える手法を獲得
することは，建築家や建築技術者がしかるべき環境倫理や技術者倫理を育むために極めて重要な要素でもある。
本授業では，この様なライフサイクルを考慮した手法についての基本的な考え方を理解し，建物の計画や管理な
どのマネジメントに対して，あるいは環境性を評価する幾つかの具体的手法とその応用について学習すること目的
としている。

建築物のライフサイクルを経済的・環境的・構造的観点からとらえ，時間的視点から建築物の計画・管理や環境
性について考えるための基本的概念について理解する。

下記項目に関する基本的考え方とその応用について講述する。
１．築物のライフサイクルと計画期間（１回）
２．ライフサイクル・コスト（LCC）（２回）
３．ファシリティ・マネジメント（FM）（１回）
４．ライフサイクル・アセスメント（LCA）とライフサイクル二酸化炭素（LCCO2）（３回）

講義形式で行う。講義用配布資料に沿って，板書・OHP等を併用して行う。手順の修得を目的とした演習形式
による授業も適宜行う場合がある。

課題レポートにより評価する。

履修要件は特になし。

参考図書：「建築物のライフサイクルコスト」 建築保全センター編集，経済調査会発行
「建物の LCA指針－環境適合設計・環境ラベリング・環境会計への応用にむけて」日本建築学会

建築物の空間設計はもちろん，時間設計についても意識をもつこと。

―２５７―



Ⅷ

Ⅷ 工学部共通科目



Complex

２年前期 ２単位

中桐信一，南部隆夫，内藤雄基，田畑 稔

大教センターの講義において，諸君らは微分積分学の基礎を学んできたわけであるが，そこで取り扱われている
関数は，すべて実変数の実数値関数であった。しかし複素関数論の世界は，実数値関数の世界とは全く異なる。例
えば，複素関数論においては一階微分可能であるならば，無限階微分可能となるが，実数値関数の世界では直ちに
反例が提出できる。複素関数論は諸君らが今後習うフーリエ解析，常微分方程式論，偏微分方程式論に用いられる
解析学の基礎中の基礎である。

複素数の一変数の複素数値関数の微分積分学を理解し，主要な定理を実際の定積分等の計算に適用できるように
なること。フーリエ解析，常微分方程式，偏微分方程式論に適用出来る程度に，主要な定理を理解すること。

１．複素平面
２．複素平面上の線積分
３．解析関数と Cauchy-Riemannの関係式
４．Cauchyの積分定理
５．Cauchyの積分公式
６．Taylor展開
７．解析関数の特異点
８．Laurent展開
９．留数計算
１０．実定積分の計算への留数の応用
１１．解析的延長
１２．複素関数論の解析学の他の分野への応用
左の数字は講義の回数を意味していません。

講義を中心に進める。

定期試験の成績を中心に評価を行うが，適時小テストを行ったり，レポートの退出を求めることがある。

最初の講義の時に詳しく説明する。

講義中に指示する。

オフィスアワーは最初の講義の時に指定する。

―５４９―



Theory of Ordinary Differential Equations

２年前期 ２単位

中桐信一，南部隆夫，内藤雄基，田畑 稔

一個の独立変数の未知関数とその導関数を含む方程式を常微分方程式という。力学の多くの現象は常微分方程式
を用いて記述される。常微分方程式は工学のみならず，自然科学の重要な共通の『言語』の一つといえる。本講義
の目的は具体的な常微分方程式の解法と，常微分方程式の解の存在定理をはじめとする基本定理を解説することで
ある。

基本的な常微分方程式を解くことができ，かつ解の存在定理等の意味が理解できるようになる。

１．変数分離計の微分方程式
２．同次微分方程式
３．線形微分方程式
４．完全微分方程式，積分因子
５．Ricattiの微分方程式
６．Caubhyの折れ線法と常微分方程式の解の存在定理
７．常微分方程式の解の一意性と解の延長
８．連立線形常微分方程式
９．連立線形常微分方程式の基本解系
１０．定数変化法
１１．n階常微分方程式
１２．ダランベールの階数低化法
左の数字は講義の回数を意味していません。

講義を中心に進める。

定期試験の成績を中心に評価を行うが，適時小テストを行ったり，レポートの提出を求めることがある。

最初の講義の時に詳しく説明する。

講義中に提示する。

オフィスアワーは最初の講義の時に指定する。

―５５０―



Fourier Analysis

２年後期 ２単位

足立幸信，中桐信一，南部隆夫，内藤雄基，田畑 稔

フランスの数学者 Joseph Fourierが１８０７年に所謂フーリエ級数を提唱したのが，フーリエ解析の始まりである。
フーリエ級数展開やフーリエ変換は波動方程式，熱伝導方程式，常微分方程式の境界値問題等々，様々な解析学の
問題解法に利用される大変重要な道具である。『関数をフーリエ級数展開する』，『関数をフーリエ変換する』とい
う演算は，工学の様々な問題を解くに当たっての，日常的な操作といえる。フーリエ解析の数学的基礎を習得する
のが本授業の目的である。

具体的な関数をフーリエ級数展開でき，またフーリエ変換することができるようにする。フーリエ変換やラプラス
変換についての定理を理解する。フーリエ変換，ラプラス変換の工学への応用を理解する。

１．直交関数系とフーリエ級数
２．直交関数列によるフーリエ式展開
３．滑らかな周期関数のフーリエ展開
４．不連続関数のフーリエ展開とギッブス現象
５．具体的な関数のフーリエ展開
６．フーリエ級数に関する Dirichelet−Jordanの条件
７．フーリエの積分公式
８．フーリエ変換，フーリエ逆変換
９．具体的な関数のフーリエ変換
１０．ラプラス変換，ラプラス逆変換
１１．具体的な関数のラプラス変換
１２．フーリエ変換，ラプラス変換の工学への応用
左の数字は講義の回数を意味していません。

講義を中心に進める。

定期試験の成績を中心に評価を行うが，適時小テストを行ったり，レポートの提出を求めることがある。

最初の講義の時に詳しく説明する。

教科書：応用数学概論，小川枝郎著，培風館
参考書：講義中に紹介する。

オフィスアワーは最初の講義の時に指定する。

―５５１―



Vector Analysis

１年後期 ２単位

中桐信一，南部隆夫，内藤雄基，田畑 稔

多変数の微分積分学を，体系的に取り扱うのがベクトル解析の目的である。古典力学，解くに流体力学，電磁気学，
剛体の力学を理解するためには，ベクトル解析の知識は欠かすことができない。例えば電磁気学においては，ガウス
の定理やストークスの定理は大変重要な役割を果たしている。ベクトル解析の数学的基礎を習得するのが本授業の
目的である。

具体的な曲線の曲率と曲率半径，涙率と涙率半径を求めることができる。ガウスの定理，ストークスの定理の
幾何学的意味を理解して，具体的な問題に適用することができる。

１．内積と外積，ベクトル場
２．多変数関数の微分法
３．フレネ－セレの公式
４．曲率と曲率半径
５．涙率と涙率半径
６．線積分
７．テンソル
８．面積分
９．ガウスの定理
１０．ストークスの定理
１１．ガウスの定理，ストークスの定理の物理学への応用
１２．ガウスの定理，ストークスの定理の解析学の他の分野への応用
左の数字は講義の回数を意味していません。

講義を中心に進める。

定期試験の成績を中心に評価を行うが，適時小テストを行ったり，レポートの提出を求めることがある。

最初の講義の時に詳しく説明する。

講義中に指示する。

オフィスアワーは最初の講義の時に指定する。

―５５２―



Numerical Analysis

３年後期 ２単位

吉田 要，中桐信一，内藤雄基

計算機の発達は自然科学者に数値計算という大変強力な武器を与えた。諸君らは工学を学ぶ上で様々な数値計算
をする必要に迫られるだろう。本講義では数値計算を可能ならしめている数値計算法の数学的基礎を解説する。

工学に現われる具体的な数値計算ができるようになること。

１．数値の表現
２．誤差の発生
３．丸め誤差
４．行列式の計算
５．区間演算
６．線形漸化式
７．数値積分
８．最小２乗近似
９．ニュートン法
１０．工学の現われる数値計算問題の紹介
１１．工学に現われる数値計算問題の解法
１２．数値解析の解析法への応用
左の数字は講義の回数を意味していません。

講義を中心に進める。

定期試験の成績を中心に評価を行うが，適時小テストを行ったり，レポートの提出を求めることがある。

最初の講義の時に詳しく説明する。

講義中に指示する。

オフィスアワーは最初の講義の時に指定する。

―５５３―



Theory of Partial Differential Equations

３年前期 ２単位

足立幸信，中桐信一，南部隆夫

偏微分方程式は多変数の未知関数とその偏微分係数を含む方程式である。音の伝播，熱の伝導，あるいは水の流
れ等々の自然現象は全て偏微分方程式によって数学的に記述される。偏微分方程式は工学だけでなく，様々な自然
科学に現れる。本講義では偏微分方程式の基礎理論を説明する。

工学に現れる具体的な偏微分方程式の解を求めることができるようになること。

１．偏微分方程式の分類
２．波動方程式
３．双曲型偏微分方程式
４．熱伝導方程式
５．放物型偏微分方程式
６．楕円形偏微分方程式
７．工学に現れる偏微分方程式の紹介
８．工学に現れる偏微分方程式の解法
左の数字は講義の回数を意味していません。

講義を中心に進める。

定期試験の成績を中心に評価を行うが，適時小テストを行ったり，レポートの提出を求めることがある。

最初の講義の時に詳しく説明する。

教科書は指定しない。
参考書：「応用数学概論」小川枝郎著（培風館）

「微分方程式入門」南部隆夫著（朝倉書店）

オフィスアワーは最初の講義の時に指定する。

―５５４―



Discrete Mathematics

１年前期 ２単位

吉田 要

離散数学は近年のコンピュータの発達により，大変重要な分野となっている。集合論では，有限集合だけではな
く，現代数学の基礎となってる無限集合についても扱い，無限を扱う場合の注意点などがわかりやすい例を用いて
説明していく。直観的な理解を助けるために図式も用いる。

算法，順序集合，２項関係，同値関係，同型写像，準同型写像，束，有向グラフなど。

なし

未定

―５５５―



Advanced course in Mechanics

後 期 選 択 ２単位

藤居義和

機械を設計する際には，その力学的強度や構造の安定性に関わる静力学的問題や，振動や回転運動における
動力学的問題を解決する必要があります。そして，このような力学的問題を解決するためには，現実の対象物の
力学系としての数学モデルの構築と運動方程式の誘導，そしてその解析を要求されます。本科目ではこれらの力学的
問題を，力学の基礎概念を新しい視点から理解する解析力学の手法によって解きます。解析力学とは，固体力学と
か流体力学のように扱う対象の性質による分類ではなく，系の運動を数学的にどう記述すると計算が簡単になり
便利かということに重点が置かれたその方法が「解析的」な力学です。数学・力学の基礎的な内容を理解した上で，
解析力学の手法を教授し力学の基礎概念を新しい視点から理解することによって，実際の機械・構造物を設計する
際の力学問題の解析的基礎を与えます。

ある与えられた系の力学問題を解くうえで最も難しいことの一つは，その系を数式化するときにどのように表し
たらよいかということです。解析力学におけるラグランジュの方法は，適当な座標系を選びさえすればあとは全く
機械的に簡単に計算を進めるだけで，その系の力学問題を解くことが出来るという素晴らしい方法です。この
解析力学の基本原理の理解をいくつかの具体例で演習を行うことによって進め，現実の対象物の力学系としての
数学モデルの構築，ラグランジュの運動方程式による力学の一般形の解法を修得することを到達目標とします。

応用との関連に留意して適時例題を取り入れる。
１．力学場のベクトル解析：場のポテンシャル，ベクトル解析操作の数学的表現，曲線座標系における解析操作
２．一 般 化 座 標：一般化座標，一般化力，エネルギー保存法
３．仮 想 仕 事 の 原 理：仮想変位，仮想仕事の原理，束縛力とラグランジュの未定乗数法
４．ダラ ン ベ ー ル の 原 理：ダランベールの原理，ラグランジュの変分方程式
５．変 分 法：変分法の問題，オイラーの微分方程式，条件をともなう変分法の問題
６．ハ ミ ル ト ン の 原 理：ハミルトンの原理，最小作用の原理
７．ラグランジュの運動方程式：束縛条件と一般化座標，一般化力，ラグランジュの運動方程式の応用

OHPと板書によるノート講義で進めますが，理解を深めるために演習を頻繁に行います。講義においては，式
の展開など数学的な表現の一部を空白とし，学生が補う部分を設けます。また，応用との関連に留意して適時例題
を演習形式で進めます。また，授業が一方通行にならないように授業中に随時質問を受け付け，理解の進んでいな
い場合には適宜反復して講義を進めます。また，授業に対する質問・疑問・希望・要望・提案・他なんでも書いて
提出してもらうということを頻繁に行い，学生の授業に対する期待と理解度を随時把握して，講義の速度と方向を
適宜修正しながら進めます。

出席は取りませんが，授業中に行う演習課題成果などを中心に，定期試験と併せて，総合的に評価します。

基礎力学Ⅰ，機械基礎数学を履修していることが望ましい。

参考書は自分に最も良く合ったものを選ぶことが大切です。「解析力学」という語がついた参考書が沢山でてい
るので，図書館や大きな書店などで，自分にあったものを捜してみてください。希望があれば授業中に，教科書に
準ずる参考書を推薦します。

一見複雑でその解法が難解に見える力学系が，解析力学の手法によって，ある一種の美しさをもって解くことが
出来ます。これらの手法にふれることによって，力学の基礎概念を新しい視点から理解する喜びを味わって下さい。

―５５６―



Analytical Dynamics

前 期 選 択 ２単位

助教授 本郷昭三 S. Hongo

ニュートンの運動方程式は複雑な力学系については無力である。ここでは解析学的な手法で，複雑な力学系に対処
できる一般的な方法を修得することを目的とする。

１）質点の力学に於ける基礎的な概念
２）仕事とエネルギー
３）保存力場の性質
４）束縛運動
５）質点系の力学の法則
６）質点系の特殊問題（二体問題，還元質量）
７）質点の平衡と仮想仕事の原理（ラグランジュの未定乗数法）
８）平衡の安定性
９）質点の平衡
１０）ハミルトンの原理
１１）一般化座標
１２）ラグランジュの運動方程式
１３）連成振動系及び基準振動
１４）運動量の積分
１５）ハミルトンの正準方程式
１６）正準変換

できるだけ多くの具体的例題を説明し，演習を交えながら進める。
OHP，プリントを使用する。

定期試験の結果を主とし，レポート，小テスト，出席日数を考慮に入れて総合的に評価する。

簡単な物理と基礎的な微分方程式に関する知識が必要。

別に指示する。

生半可な知識では社会にでてから役に立たない。基礎的な学問をしっかり身につけよう。オフィスアワーは午後
から夕方まで随時。
電話：８０３－６０７８
電子メール：hongo@kobe-u.ac.jp
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Statistical Approach to Thermodynamics

前 期 選 択 ２単位

松尾成信

熱力学は自然界の諸現象において観測される巨視的な物性（平衡および輸送物性）の相互関係を明らかにするも
のであり，その系を構成している分子や原子の働きについては言及していない。しかし，こうした熱力学状態量も，
実際には系を構成している分子個々の熱運動へのエネルギーの配分のされ方によって決定される。本講義は，この
巨視的性質と微視的性質の橋渡しをする統計力学の意義を正しく理解することを目的とする。本科目を習得するこ
とにより，自然界の現象の自発性を支配するエントロピーと自由エネルギーについての理解を深めることが期待で
きる。

熱力学において最も基礎的な物性である内部エネルギーとエントロピーを，系を構成する分子や原子が有する
熱運動エネルギーおよびポテンシャルエネルギーから算出できるようになることを目標とする。このため
ボルツマン分布則を正確に理解することに重点をおき，さらに種々のアンサンブルを理解することで様々な系に対
して統計力学を応用する能力を養う。

ボルツマン分布則，エントロピーの統計的基礎，系の持つ種々のエルネギーに対する分配関数の求め方を明らか
にした後，簡単な系（原子結晶，理想気体など）の熱力学状態量の誘導法を講述する。各回の講義予定は以下のと
おりである。
１．熱力学基礎：状態方程式と熱力学第１法則
２．ミクロからマクロへ：分視運動の自由度とエネルギー等分配則
３．４．統計的基礎：エネルギー準位とボルツマン分布則（分子分配関数）
５．局在系：（原子結晶，アインシュタインモデル）
６．前半のまとめと中間テスト
７．エネルギー準位の縮退とボルツマン分布則の修正
８．９．非局在系（理想気体から実在気体へ）
１０．１１．集合の種類と考え方（カノニカルアンサンブル）
１２．分子シミュレーションへの応用（モンテカルロ法）
１３．後半のまとめ方と演習

配布プリントを中心に講義を進めるが，問題を解くことで理解できる内容が多いので，出席確認を兼ねた小テスト
（演習）を適宜行う。

中間テスト（４０％），期末テスト（４０％），出席率（２０％）により評価する。

熱力学と量子力学の基礎を予め学習しておくことが望まれる。

小島和夫著『入門化学統計熱力学』（講談社），アトキンス著『物理化学（下）』（東京化学同人）

月曜日の午後５時以降，研究室で質問を受け付けるので，授業内容についての質問があれば遠慮せずに来室して
下さい。

―５５８―



Industrial Property Law

後 期 選 択 １単位

中井哲男

実社会，特に企業において必要とされる工業所有権及び他の知的財産権の基礎及びその重要性について講義する。

知的財産保護の目的，基本的な仕組みを理解すること。

以下に示すような内容の講義を予定している。
第１回 工業所有権（知的財産権）の概要
第２回 【特 許 法】 目的，発明
第３回 【特 許 法】 登録要件，手続
第４回 【特 許 法】 特許権
第５回 【意 匠 法】 目的，意匠登録，意匠権
第６回 【商 標 法】 目的，商標登録，商標権
第７回 【著 作 権 法】 概要
第８回 【企業の特許】 概要

OHPを利用して講義する。生徒とのやりとりも取り入れる。

出席点と期末テストの結果とを均等に評価する。

まじめに聴いてくれればよい。

特に用意しない。各回適当な資料を配布する。

青色発光ダイオードの中村さん，どう思う？企業において，貴君らの発明活動は必須。特許法の基礎だけはかじっ
ておきたいもの。

―５５９―
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